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ヤッ ト は 完全 に 匿名 で 、 個 人 情報 は 記録 され ませ ん 。 

2. トラ ッ キ ング な し : 他 の 多く の プラ ッ ト フ ォ ー ム と は 異な り 、DuckDuckco は ユー ザー の イン タ 
ラク ショ ン を 追跡 せ ず 、 識 別 可 能 な 情報 を 収集 し ませ ん 。 

3. 匿名 性 : ユー ザー の チャ ッ ト は AI モデ ルプ ロバ イダ ー に 送信 さ 匿名 化 さ れ て お り 、 個 
々 の ユー ザー に 会 話 を 追跡 する こと は で きま せん 。 

4. デー タタ 使 用 の 制限 : 0penAT は 、DuckDuckGo を 通じ て 行わ れ た チャ ッ ト が AI モデ ル の トレ ー ニ ン 
グ や 改善 に 使用 され な いこ と に 同意 し て いま す 。 こ れ に より 、 ユ ー ザ ー の プラ イバシー が さら に 保 
護 さ れ ま す 。 

5. ユー ザー の コン トロ ー ル : ユー ザー は 、 個 人 情報 が 広告 や 他 の 目的 に 使 

全体 と し て 、DuckDuckGo AI Chat は プラ イバシー を 重視 する ユー ザー に と っ て 、 安 全 に AI と 対話 で 


れる 前 に 


に AI と 対話 で きま す 。 
きる 手段 を 提供 し て いま す 。 


され る こと を 心配 せ ず 


| れ ま す 。 
2. プラ イバシー 保護 - ユー ザー の 会 話 内 容 は 決し て 第 三 者 
3. 安全 性 - Anthroptc の み が モ デル プロ バイ ダー と し て 利 


こ 共有 され る こと は あり ませ ん 。 


4. 透明 性 - ユー ザー の 会 話 内 容 が モデ ル の 改善 に 使わ れる こと は あり ませ ん 。 
5. 信頼 性 - DuckDuckGo と Anthroptc の 両社 が 厳格 な プラ イバシー 保護 を 約束 し て いま す 。 


る AI アシ スタ ント サー ビス を 提供 し て いる の が 特徴 で す 。 


され 、 他 の 第 三 者 に は 送信 され ませ ん 


[つまり 、DuckDuckGco AI チャ ッ ト は ユー ザー の プラ イバシー を 最大 限 に 尊重 し つつ 、 安 全 で 信頼 で き 


質問 項目 GPT4o Ctaude 3 Hatku Lama 
DuckDuckGo AT IDuckDuckGo AT Chat の 特徴 は 以下 の 通り で す : は い 、DuckDuckGo AI チャ ッ ト の 主 な 特徴 は 以下 の 通り で す : DuckDuckGo AT Chat の 特徴 は 以下 の 通り で す 。 
Chat の 特徴 は ? 1. プラ イ バ 視 : DuckDuckco は ユー ザー の プラ イバシー を 最 優先 に 考え て いま す 。 す べ て の チ |1. 完全 な 匿名 性 - ユー ザー の 個人 情報 は 一 切 記録 され ず 、IP ア ドレ ス な どの メタ デー タ も 削除 さ |・ ユ ー ザ ー の チャ ッ ト は 完全 に 匿名 で す 。 


・DuckDuckco は ユー ザー の チャ ッ ト を 記録 し ませ ん 。 
ユー ザー の デバ イス に 関す る 識別 情報 (TP アド レス な ど ) は 、 モ デル プロ バイ ダー に 送信 され る 
前 に 削除 され ます 。 6 
・ ユ ー ザ ー が チャ ッ ト に 個人 情報 を 入力 し て も 、 誰 が 入力 し た の か 特定 する こと は で きま せん 。 
・ モ デル プロ バイ ダー の Together.at は 、DuckDuckGo 経 


に 使用 し 
な いこ と を 約束 し て いま す 。 
・ チ ャ ッ ト は 匿名 で モデ ルプ ロバ イダ ー に 送信 され ます が 、 他 の 第 三 者 に は 送信 され ませ ん 。 
・ モ デル プロ バイ ダー も 含め 、 す べ て の チャ ッ ト は 匿名 で す 。 


で 行わ れ た チャ ッ ト を モデ ル 改 善 


説 し て くだ さい 


2. 処理 : ユー ザー か が 入力 し た 内 容 は 、Ar の シス テム に 送ら れ ま す 。 AT は 、 過 去 の デー タ や 学習 し 
た 知識 を 基 に 、 そ の 入力 を 理解 し よう と し ます 。 AT は 言葉 の 意味 や 文脈 を 解析 し 、 ど の よう に 応答 
する か を 考え ます 。 

3. 応答 生成 : AT は 、 ユ ー ザ ー の 質問 に 対す る 適切 な 応答 を 生成 し ます 。 こ の プロ セス で は 、AI が 学 
習 し た 情報 を も と に 、 自 然 な 言葉 で 返答 を 作り 出し ます 。 

4. 出力 : 最後 に 、AI が 生成 し た 応答 が ユー ザー に 返さ れ ま す 。 こ れ に より 、 ユ ー ザ ー 
を し て いる よう に 感じ る こと が で きま す 。 

この よう に 、AI チ ャ ッ ト は ユー ザー の 入力 を 受け 取り 、 そ れ に 基づい て 応答 を 生成 する 仕組 み で す 
。 AT は 大 量 の デー タ を 学習 し て いる た め 、 さ ま ざ ま な 質問 に 対し て 適切 な 返答 を する こと が で きま 
す 。 


は Ar と 会 話 


メッ セー ジ を 入力 する と 、 そ れ が シス テム に 送信 され ます 。 


処理 エン ジン 


これ は チャ ッ ト ボ ックス や テキ スト 入力 欄 な ど 、 ユ ー ザ ー が チャ ッ ト を 行う 部 分 で す 。 ユ ー ザ サー が 
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AI チャッ ト の 仕 AT チャット の 仕組 み を 素人 に も わか る よう に 説明 し ます ね 。 は い 、AI チ ャ ッ ト の 仕組 み を 分 か りや すく 説明 し ます 。 AI チャ ッ ト の 仕組 み は 、 以 下 の ス テッ プ で 説明 で きま す 。 
組み を 素人 に も |1. 入力 : まず 、 ユ ー ザ サー が 質問 や メッ セー ジ を 入力 し ます 。 これ は 、AI に 対し て 知り た いこ と や IAI チ ャ ッ ト は 大 きく 分 け て 3 つの 部 分 か ら 成 り 立 っ て いま す : 1. ユー ザー が 質問 を 入力 する : ユー ザー は 、DuckDuckGo の AI チャ ッ ト に 質問 や メッ セー ジ を 入力 
| わか る よう に 解 話し た いこ と を 伝え る た め の も の で す 。 1. ユー ザー イン ター フェ ー ス 


し ます 。 
2. 質問 が モデ ルプ ロバ イダ ー に 送信 され る : DuckDuckco は 、 ユ ー ザ ー の 質問 を モデ ルプ ロバ イダ ー 
( Together.at ) に 送信 し ます 。 こ の と き 、 ユ ー ザ ー の デバ イス に 関す る 識別 情報 (IP アド レス な ど |] 


これ ら の 3 つの 部 分 が 連携 し て 、 コー ザー と の 対話 を 可能 


に し て いる の が AI チャ ッ ト の 仕組 み で す 。|。 


| ユー ザー の メッ セー ジ を 受け 取る と 、 自 然 言語 処理 エン ジン が その メッ を 分 析 し ます 。 ) は 削除 され ます 。 

の 意味 や 文法 、 文 脈 な ど を 理解 し 、 適 切な 応答 を 生成 し ます 。 3. 生成 モデ ル 3. モデ ルプ ロバ イダ ー が 回 答 を 生成 する : モデ ルプ ロバ イダ ー は 、 ユ ー ザ ー の 質問 を 分 析 し 、 回 
自然 言語 処理 エン ジン が 生成 し た 応答 を 、 人 生生 成 モデ ル が 自然 な 文吾 に 委 換 し ます 。 文法 的 に 正 | 答 を 生成 し ます 。 この 回 答 は 、AI の 学習 デー タ に 基づい て 生成 され ます 。 

し く 、 人 間 ら し い 表 現に な る よう 整形 され ます 。 4. 回 答 が ユー ザー に 返信 さ れる : モデ ルプ ロバ イダ ー は 、 生 成 し た 回 答 を DuckDuckGo に 返信 し ます 


5. DuckDuckGo が 回 答 を ユー ザー に 表示 する : DuckDuckGo は 、 モ デル プロ バイ ダー か ら 受 け 取 っ た 区 


| ユー ザー が 入力 し た メッ セー ジ は 、 ま ず シ ステ ム に 送信 さ 
を 経て 、 最 終 的 に 


れ 、 自 
ユー ザー に 返答 と し て 表示 され る の で す 。 


言語 処理 と テキ スト 生成 の 処理 


答 を ユー ザー に 表示 し ます 。 
この プロ セス は 、 す べ て の ステ ッ プ で 


匿名 性 が 保 た れ ま す 。 つ まり 、 ユ ー ザ ー の 個人 情報 は 、 モ デ 
ルプ ロバ イダ ー に 送信 され ず 、 回 答 も 


匿名 で 生成 され ます 。 


られ 、 入 力 さ れ た テキ スト の 構文 解析 や 意味 解析 が 行わ れ ます 。 
2. エン コー ディ ング : トー クン 化 さ れ た デー タ は 、AI モ デル に 適し た 形式 に 変換 され ます 。 一 衣 
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イン ター フェ ー ス (Dtalogue Interface ) 
が テキ スト を 入力 し 、 シ ステ ム か ら の 応答 を 受け 取る た め の 対 話 的 な イン ター フェ ー ス で 


的 に は 、 単 語 や トー クン を ベク トル ( 数 値 の 配列 ) に 変換 する 埋め 込み ( embeddtng ) 技術 が 使 
され ます 。 こ れ に より 、 言 語 の 意味 的 な 関係 を 数 値 的 に 表現 する こと が 可能 に な り ま す 。 

3. モデ ル 推 論 : 変換 され た デー タ は 、 事 前 に 訓練 され た AT モデ ル ( 例え ば 、 ト ラン ス フ ォ ー マ ー 
アー キテ クチ ャ に 基づく モデ ル ) に 入力 され ます 。 モデ ル は 、 入 力 さ れ た 情報 を 基 に 、 文 脈 を 考慮 
し な が ら 次 に 生成 すべ き ト ー ク ン を 予測 し ます 。 こ の プロ セス で は 、 自 己 注意 機構 ( sef- 
lattentton mechantsm ) が 活用 され 、 文 脈 内 の 重要 な 情報 を 強調 し ます 。 

4. デコ ー デ ィング : モデ ル が 生成 し た トー クン は 、 デ コー ディ ング プロ セス を 経て 、 最 終 的 な テ 
キス ト 応 答 に 変換 され ます 。 この 段階 で は 、 ビ ー ム サー チ や サン プリ ング 手法 な どの 生成 アル ゴリ 
ズム が 用 いら れ 、 最 も 適切 な 応答 が 選択 され ます 。 

5. 出力 : 最後 に 、 生 成 さ れ た テキ スト 応答 が ユー ザー に 返さ れ ま す 。 この 応答 は 、 自 然 
て 理解 可能 な 形式 で 提供 され 、 ユ ー ザ ー と の イン タラ クシ ョ ン を 実現 し ます 。 


区 言語 理解 (Natural Language Understandtng, NLU) 

ー の 入力 テキ スト を 解析 し 、 意 図 や 文脈 を 理解 する モジ ュー ル で す 。 
な ど を 行い ます 。 

話 管理 (Dtatogue Management) 


五 
内 


文法 、 意 味 解析 


墓 、 


より 専門 的 な 表 |Ar チ ャ ッ ト の 仕組 み を より 専門 的 な 表現 で 説明 し ます 。 は い 、 よ り 専 門 的 な 表現 で 説明 し ます 。 AI チャ ッ ト の 仕組 み は 、 以 下 の ス テッ プ で 説明 で きま す 。 
現 で 説明 し て く |1. 入力 処理 : ユー ザー が 入力 し た テキ スト は 、 ま ず ト ー ク ン 化 され ます 。 トー クン 化 と は 、 文章 を IAT チ ャ ッ ト シ ステ ム の 主要 な 構成 要素 は 以下 の 通り で す : 1. ユー ザー 入力 : ユー ザー は 、DuckDuckco の AI チャ ッ ト に テキ スト 形式 の 入力 を 行い ます 。 こ の 
だ さい 。 単語 や フレ ー ズ な どの 単位 に 分 割 す る プロ セス で す 。 こ の 段階 で 、 自 然 言 語 処理 (NLP ) 技術 が 用 い |1. 


入力 は 、 ク ライ アン ト 側 (ユー ザー の デバ イス ) で 行わ れ ま す 。 

2. リク エス ト 送 信 : DuckDuckGo は 、 ユ ー ザ ー の 入力 を サー バー 側 ( モデ ルプ ロバ イダ ー ) に 送信 し 
ます 。 こ の と き 、 ユ ー ザ ー の デバ イス に 関す る 識別 情報 (TP アド レス な ど ) は 削除 され 、 匿 名 化 さ 
| れ ま す 。 


NLU の 結果 に 基づい て 、 適 切な 応答 を 生成 する た め の 対 話 の 流れ を 管理 する モジ ュー ル で す 。 

成 (Natural Language Generatton, NLG ) 

対話 管理 モジ ュー ル が 生成 し た 応答 内 容 を 、 自 然 な 言語 表現 に 変換 する モジ ュー ル で す 。 

識 ベ ー ス (Knowtedge Base) 

対話 に 必要 な 背景 知識 や 情報 を 保持 する デー タベース で す 。 

これ ら の 要素 が 連携 し て 、 ユ ー ザ ー と の 自然 な 対話 を 実現 し て いま す 。 

NLU と NLG の 中 核 に は 、 深 層 学 習 な どの 機械 学習 技術 が 適用 され て お り 、 大 量 の デー タ を 学習 する こ 


この よう に 、AI チ ャ ッ ト は 、 入 力 さ れ た テキ スト を 処理 し 、 文 脈 を 考慮 し な が ら 応 答 を 生成 する 一 
連 の 複雑 な プロ セス を 経て 機能 し て いま す 。 


と で 高度 な 言語 理解 と 生成 が 可能 に な っ て いま す 。 


3. モデ ル 呼 ひび 出し : モデ ルプ ロバ イダ ー ( Together.at ) は 、 受 け 取っ た リク エス ト を 処理 し 、AT 
モデ ル を 呼び 出し ます 。 こ の AI モデ ル は 、 事 前 に 学習 され た デー タ に 基づい て 構築 され て いま す 。 
4. 回 答 生 成 : At モデ ル は 、 入 力 を 分 析 し 、 回 答 を 生成 し ます 。 この 回 答 は 、 モ デル が 学習 し た デー 
タ に 基づい て 生成 され ます 。 


ドン ス 送 信 : モデ ルプ ロバ イダ ー は 、 
ンス 表示 : DuckDuckGo は 、 モ デル 


匿名 性 が 保 た れ ま す 。 つ まり 、 ユ ー ザ ー の 個人 情報 は 、 モ デ 
匿名 で 生成 され ます 。 


生成 し た 回 答 を DuckDuckGo に 返信 し ます 。 
プロ バイ ダー か ら 受 け 取 っ た 回 答 を ユー ザー に 表示 し ま 


この プロ セス は 、 す べ て の ステ ッ プ で 
ルプ ロバ イダ ー に 送信 され ず 、 回 答 も 
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DuckDuckGo AT 
Chat の 仕組 み 説 
明 し て くだ さい 


IDuckDuckGo AI Chat の 仕組 み は 、 プ ライ バシ ー を 重視 し つつ 、 ユ ー ザ ー 
きる よう に 設計 され て いま す 。 以下 に その 主要 な 要素 を 説明 し ます 。 
1. ユー ザー 入力 : ユー ザー が チャ ッ ト ボ ックス に 質問 や メッ セー ジ を 入力 し ます 。 この 入力 は 、 
EE 人 8 ッ ト フ ォ ー ム を 通じ て AI に 送信 され ます 。 

匿名 化 : DuckDuckeo は 、 ユ ー ザ ー の プラ イバシー を 保護 する た め に 、 入 力 さ れ た デー タ を 菩 名 化 
し ます 。 具体 的 に は 、 ユ ー ザ ー の IP アド レス や 個人 情報 は A エ モデ ル に 送信 され る 前 に 削除 され ます 


3. Ar モデ ル へ の 送信 : 匿名 化 さ れ た デ 『ー タ は 、AT モ デル プロ バイ ダー ( 例え ば OpenAT ) に 送信 され | 
ます 。 この 段階 で 、Ar は ユー ザー の 入力 を 受け 取り 、 自 然 言語 処理 技術 を 用 いて その 内 容 を 解析 し 


ユー ザー の 入力 に 基づい て 適切 な 応答 を 生成 し ます 。 こ の プロ セス で は 


が AI と イン タラ クシ ョ ン で 


成 : At モデ ル は 、 


は い 、 


の 通り で す : 
信 。 イン ター フェ ー ス 


2. プラ イバシー 保護 層 


語 処理 


去 に 学習 し た デー タ を 活用 し 、 文 脈 に 応じ た 自然 な 言語 で の 返答 を 作成 し ます 。 
E 成 され た 応答 は 再び DuckDuckco の プラ ッ ト フ ォ ー ム に 戻さ れ 、 ユ ー ザ ー に 表示 
され ます 。 この 応答 は 、 ユ ユー ザー が 理解 し や すい 形式 で 提供 され ます 。 
6. プラ イバシー の 維持 : DuckDuckco は 、 ユ ー ザ ー の チャ ッ ト デ ー タ を 記録 し た り 、 ト ラ 2 キング 
た り し な いた め 、 ユ ー ザ ー は 安心 し て AI と 対話 で きま す 。 また 、0penAI は DuckDuckGo を 通じ て 行わ 
| れ た チャ ッ ト デ ー タ を モデ ル の トレ ー ニ ング に 使用 し な いこ と に 同意 し て いま す 。 

この よう に 、DuckDuckGo AT Chat は 、 ユ ー ザ ー の プラ イバシー を 保護 し な が ら 、AI と の イン タラ ク 
ショ ン を 可能 に する 仕組 み を 持っ て いま す 。 


答 を 生成 し ます 。 こ の 際 、 
4. 安全 な 応答 返送 
IAnthroptc が 生成 し た 応答 は 、 再 ひ 
答 を ユー ザー に 表示 し ます 。 


DuckDuckGo AT Chat の 仕組 み に つ 
ライ バシ ー を 最大 限 に 保護 し つつ 、 高 度 な AI 対話 機能 を 提供 する シス テム で す 。 その 仕組 み は 以 下 


AnthroptcC の モデ ル は 、DuckDuckGo か ら 受 け 取 っ た 


いて 説明 し ます 。 


れ ま す 。 


DuckDuckco は ユー ザー の IP アド レス や その 他 の 個人 情報 を 完全 に 削除 し 、 
throptc の モデ ルプ ロバ イダ ー に 対話 リク エス ト を 送り ます 。 
自 


匿名 化 さ れ た 対話 リク エス ト を 解析 し 、 
ユー ザー の 個人 情報 は 一 切 使用 され ませ ん 。 


DuckDuckGo AT Chat は 、 


ユー ザー の プ 


| ユー ザー が DuckDuckco の ウェ ブサ イト や アプ リ 上 で チャ ッ ト ボ ックス に メッ セー ジ を 入力 する と 、 
それ が DuckDuckco の サー バー に 送信 さ 


匿名 化し た うえ で 、An- 


匿名 の 状態 で DuckDuckGo に 返送 され ます 。 DuckDuckco は この 応 


この よう に 、DuckDuckGo AT Chat で は 、 


t ユー ザー の プラ イバシー を 完全 に 保護 し つつ 、 高 度 な A1 対 
話 機能 を 提供 し て いま す 。 ユ ー ザ ー の 個人 情報 は 一 切 収集 ・ 利 用 され る こと が あり ませ ん 。 


適切 な 応 5. 


DuckDuckGo AT Chat の 仕組 み は 、 以 下 の ス テッ プ で 説明 で きま す 。 
1. ユー ザー 入力 : ユー ザー は 、DuckDuckGco の AI チャ ッ ト に テキ スト 形式 の 入力 を 行い ます 。 こ の 


入力 は 、 ク ライ アン ト 側 (ユー ザー の デバ イス ) で 行わ れ ま す 。 2 
ユー ザー の 入力 を サー バー 側 ( モデル プロバイダー ) に 送 
ー の デバ イス に 関す る 識別 情報 (fP アド レス な ど ) は 削除 され 、 
呼び 出し : モデ ルプ ロバ イダ ー (Together.at ) は 、 受 
モデ ル を 呼び 出し ます 。 こ の AI モデ ル は 、 事 前 に 学習 され た デ 


入力 を 分 析 し 、 回 


DuckGo は 、 


3. モデ テリ 


AI モデ ル は 、 


4. 回 答 生 成 : 


リク エス ト 送 信 : Duck- 
計 し ます 。 こ の と き 、 ユ ー ザ 
匿名 化 さ れ ま す 。 


ナ 取 っ た リク エス ト を 処理 し 、AI 
データ に 基づい て 構築 され て いま す 。 


答 を 生成 し ます 。 この 回 答 


は 、 モ デル が 学習 し た デー 


タ に 基づい て 生成 され ます 。 


ポン スズ 送 信 : 


DuckDuck6o AI Chat の 特徴 [ 
・ 匿 名 性 : ユー ザー の 入力 
・ モ デル プロ バイ ダー: 
し ます 。 


モデ ルプ ロバ イダ ー は 、 生 成 し た 回 
ポン ス 表 示 : DuckDuckco は 、 モ デリ 


プロ バイ ダー か ら 受 け 取 っ た 


答 を DuckDuckGo に 返信 し ます 。 
答 を ユー ザー に 表示 し ま 


す 。 


・ 回 答 生成 : AI モデ ル は 、 入 力 を 分 析 し 、 


は 、 以 下 の 通り で す 。 
は 匿名 化 さ れ 、 モ デル プロ バイ ダー に 送信 され ます 。 
モデ ルプ ロバ イダ ー ( Together.at ) は 、AI モ デル を 提供 し 、 回 答 を 生成 
回 答 を 生成 し ます 。 
・ レ スポ ンス 表示 : DuckDuckco は 、 モ デル プロ バイ ダー か ら 受 け 取 っ た 回 答 を ユー ザー に 表示 し ま 
ユー ザー の プラ イバシー を 保護 し 、 匿 名 性 を 保つ た め に 設計 され て いま す 


DuckDuckGo AT Chat は 、 


匿名 化 さ れる 個 
人 情報 と は 具体 
的 に 何で すか ? 


匿名 化 さ れる 個人 情報 に は 、 以 下 の よ うな 具体 的 な 情報 が 含ま れ ま す : 

1. IP アド レス : ユー ザー の デバ イス が イン ター ネッ ト に 接続 する 際 に 使用 され る 識別 番号 で 、 ユ ー 
ザー の 位置 情報 や イン ター ネッ ト サ ー ビ スプ ロバ イダ ー を 特定 する た め に 使用 され る こと が あり ま 
す 。 

2. ユー ザー エー ジェ ント : ブラ ウザ や デバ イス の 種類 、 オ ペレ ー テ ィング シス テム な ど 、 ユ ー ザ 

ー が 使用 し て いる 環境 に 関す る 情報 で す 。 

3. クッ キー 情報 : ウェ ブサ イト が ユー ザー の ブラ ウザ に 保存 する デー タ で 、 ユ ー ザ ー の 訪問 履歴 や 
設定 情報 な ご が 含ま れ ま す 。 


・ ユ ー ザ ー の 名 前 、 
・ ユ ー ザ ー の 位置 情報 

・ ユ ー ザ ー の 検索 履歴 や 閲覧 履歴 
・ ユ ー ザ ー が 会 


DuckDuckGo AT Chat で は 、 以 下 の よ うな 個人 情報 が 
・ ユ ー ザ ー の IP アド レス な どの デバ イス 情報 
メー ル ア ド レス 、 電 話 番号 な どの 連絡 先 情報 


話 の 中 で 直接 入力 し た 個人 情報 _ 
これ ら の 情報 は 、DuckDuckGo が Anthroptc に 送信 する 前 に 完全 に 削除 され る た め 、 ユ ー ザ ー の 匿名 
性 が 保 た れ ま す 。 また 、Anthroptc は DuckDuckGo 経 日 


匿名 化 さ れ ま す : 


HH の ユー ザー チャ ッ ト を 使っ て モデ ル の 改善 を 


DuckDuckGo AI Chat で は 、 以 下 の 個 人 情報 が 


・IP ア ドレ ス : ユー ザー の デバ イス の IP アド 


| れ ま す 。 


匿名 化 さ れ ま す 。 


レス は 、 モ デル プロ バイ ダー に 送信 され る 前 に 削除 さ 


・ デ バイ ス 情 報 : ユー ザー の デバ イス に 関す る 情報 (05、 ブ ラウ ザ 、 デ バイ ス 名 な ど ) は 、 モ デル 


プロ バイ ダー に 送信 さ 


れる 前 に 削除 され ます 。 


ユー ザーID: ユー ザーITD や アカ ウン ト 情 報 


す 。 


は 、 モ デル プロ バイ ダー に 送信 され る 前 に 削除 され ま 


・ ロ ケー ショ ン 情 報 : ユー ザー の ロケ ーション 情報 ( 地理 的 位置 な ど ) は 、 モ デル プロ バイ ダー に 


4. 個人 識別 情報 (PII ) : 名 前 、 メ ー ル アド レス 、 電 話 番号 、 住 所 な ど 、 特 定 の 個人 を 識別 で きる | 行う こと は あり ませ ん 。 つま り 、 ユ ー ザ ー の 個人 情報 は 完全 に 保護 され 、 誰 に も 特定 され る こと | 送信 され る 前 に 削除 され ます 。 
情報 で す 。 は あり ませ ん 。DuckDuckGo と Anthroptc は 、 ユ ー ザ ー の プラ イバシー を 最 優先 に し て いま す 。 これ ら の 個人 情報 は 、 モ デル プロ バイ ダー に 送信 され る 前 に 削除 され 、 匿 名 化 さ れ ま す 。 し た が っ 
5. 0 ト 情 報 : ユー ザー が サー ビス に 登録 する 際 に 提供 する 情報 (ユー ザー 名 や パス ワー ド て 、 モ デル プロ バイ ダー は 、 ユ ー ザ ー の 個人 情報 を 特定 する こと は で きま せん 。 
な ど ) も 含ま れ ま す 。 
これ ら の 情報 は 、 ユ ー ザ ー の プラ イバシー を 保護 する た め に 、DuckDuckGo の AT チャ ッ ト 機 能 を 通じ 
て 送信 され る 前 に 削除 また は 匿名 化 さ れ ま す 。 これ に より 、 ユ ー ザ ー は 安心 し て AI と 対話 で きる 環 
境 が 提供 され ます 。 
削除 と 匿名 化 は |「 削 除 」 と 「 匿 名 化 」 は 、 プ ライ バシ ー 保 護 の 観点 か ら 異 な る アプ ロー チ を 指し ます 。 それ ぞ れ の |(DuckDuckGo AI Chat で 「 匿 名 の 状態 」 と は 具体 的 に どの よう な こと で すか ? ) (DuckDuckGo AI Chat で 「 匿 名 の 状態 」 と は 具体 的 に どの よう な こと で すか ? ) 
どの よう に 使い | 使い 分 け に つい て 説明 し ます 。 DuckDuckGo AT Chat に お ける 「 匿 名 の 状態 」、 と は 、 以 下 の よ うな 具体 的 な 仕組 み を 指し て いま す : IDuckDuckGo AT Chat で 「 匿 名 の 状態 」 と は 、 以 下 の こ と を 意味 し ます 。 
分 けら れ て いる 前 除 ユー ザー の 個人 情報 が 削除 され る : ユー ザー の デバ イス に 関す る 識別 情報 (iP アド レス な ど ) は 
[の で すか ? 定義 : 削除 は 、 特 定 の デー タ を 完全 に 消去 する こと を 指し ます 。 削 除 さ れ た デー タ は 、 も は や アク |1. ユー ザー の IP アド レス の 完全 な 削除 、 モデ ルプ ロバ イダ ー に 送信 され る 前 に 削除 され ます 。 
セス で きず 、 復 元 す る こと も で きま せん 。 | ユー ザー が DuckDuckGo の チャ ッ ト ボ ックス に メッ セー ジ を 入力 する と 、 そ の 際 の IP アド レス な どの |・ ユ ー ザ ー の 入力 が 匿名 化 さ され る : ユー ザー の 入力 は 、 モ デル プロ バイ ダー に 送信 され る 前 に 匿名 
使用 例 : ユー ザー が チャ ッ ト を 終了 し た 際 に 、 特 定 の 個人 情報 ( 例え ば 、 名 前 や メー ル ア ド レス ) | ネッ トワ ー ク 情報 は 完全 に 削除 され ます 。 化 さ れ ま す 。 つ まり 、 モデ ルプ ロバ イダ ー は 、 ユー ザー の 入力 を 特定 の ユー ザー に 結び 付け る こと 
が 完全 に 削除 され る 場合 が あり ます 。 こ れ に より 、 今 後 そ の 情報 が 利用 され る こと は あり ませ ん 。 |2. 個人 情報 の 完全 な 非 送信 は で きま せん 。 
匿名 化 | ユー ザー が 入力 し た 内 容 に は 、 氏 名 、 メ ー ル アド レス 、 電 話 番号 な どの 個人 情報 が 含ま れ て いた と |・ モ デル プロ バイ ダー が ユー ザー の 個人 情報 を 特定 で き な い : モデ ルプ ロバ イダ ー は 、 ユ ー ザ サー の 
定義 : 匿名 化 は 、 特 定 の デー タ か ら 個 人 を 特定 で きる 情報 を 取り 除く こと を 指し ます が 、 デ ー タ 自 | し て も 、 そ れ ら は 一 切 Anthroptc の モデ ルプ ロバ イダ ー に 送信 され ませ ん 。 入力 を 分 析 し 、 回 答 を 生成 し ます が 、 ユ ー ザ ー の 個人 情報 を 特定 する こと は で きま せん 。 
体 名 化 さ れ た デー タ は 、 個 人 を 特定 で き な い 形 で 利用 され る こと が 可能 で す 。 3. 匿名 化 さ れ た リク エス ト の 送信 ・ 回 答 が 匿名 で 生成 され る : モデ ルプ ロバ イダ ー は 、 ユ ー ザ ー の 入力 を 分 析 し 、 回 答 を 生成 し ます 
使 : ユー ザー の IP アド レス や ブラ ウザ 情報 が 匿名 化 さ れる 場合 、 こ れ ら の 情報 は 削除 され ず に IDuckDuckco は 、 ユ ー ザ ー の 入力 内 容 を 完全 に 匿名 化し た 上 で 、Anthroptc の モデ ル に 対話 リク エス | が 、 回 答 は 匿名 で 生成 され ます 。 つ まり 、 回 答 は 特定 の ユー ザー に 結び 付け られ ませ ん 。 
ト 特定 の 個人 を 識別 で き な い 形 で 集 や 分 析 に 使用 され る こと が あり ます 。 例 えば 、 全 体 の トラ フ | ト を 送信 し ます 。 この よう に 、 DuckDuckGo AI Chat で は 、 ユー ザー の 個人 情報 が 削除 され 、 入 力 が 匿名 化 さ れ 、 モ デ 
ィ ッ ク パ ター ン を 分 析 す る た め に 、 個 々 の ユー ザー を 特定 で き な い 形 で デー タ が 利用 され る こと が |4. 匿名 化 さ れ た 応答 の 返送 ルプ ロバ イダ ー が ユー ザー の 個人 情報 を 特定 で き な い よう に 設計 され て いま す 。 
あり ます 。 IAnthroptc が 生成 し た 応答 も 、 再 び 匿 名 の 状態 で DuckDuckGo に 返送 され ます 。 
使い 分 け | つまり 、 ユ ー ザ ー の 個人 情報 は 一 切 収集 ・ 保 存 さ れる こと な く 、 完 全 に 匿名 化 され た 状態 で 対話 が 
削除 は 、 個 人 情報 が 不要 な 場合 や 、 プ ライ バシ ー を 完全 に 保護 する 必要 が ある 場合 に 使用 され ます | 行わ れる の が 特徴 で すす 。 ユ ー ザ ー の プラ イバシー が 最大 限 に 保護 され て いる の が 、DuckDuckGo AI 
e Chat の 大 き な 特 徴 と いえ ます 。 
匿名 化 は 、 デ ー タ を 分 析 や 研究 に 利用 し た い が 、 個 人 を 特定 する リス ク を 避け た い 場 合 に 使用 され 
ます 。 
この よう に 、 削 除 と 匿名 化 は 目的 や 状況 に 応じ て 使い 分 けら れ 、 プ ライ バシ ー 保 護 の た め の 異 な る 
手段 と し て 機能 し ます 。 


Sheet1. 


DuckDuckGo AT 


IDuckDuckGo AI Chat で 使用 


され る AI モデ ル は 、 主 に 自然 


言語 処理 (NLP ) 技術 に 基づい て いま す 。 具 


DuckDuckGo AT Chat の バッ クエ ンド で 使用 され て いる AI モデ ル は 、Anthroptc が 開発 し た も の で す 


IDuckDuckGo AT Chat の AI モデ ル は 、 以 下 の 特 徴 を 持つ も の で す 。 


セッ ト の 内 容 や 
を 公開 し な い 
理由 で 、 プ ライ 
バ パシ ー や セキ ュ 
リティ 以外 の 理 
由 は あり ます か 
らら 


くつ か の 要因 が あり ます 。 以下 に その 理由 を 挙げ ます : 競争 上 の 理由 : AI 技術 は 急速 に 進化 
し て お り 、 企 業 は 自社 の 技術 や デー タ セ ッ ト に 関す る 情報 を 公開 する こと で 競争 優位 性 を 失う 可能 


一 や セキ ュ リ ティ 以外 に 以下 の よう な 点 が 考え られ ます : 


性 が あり ます 。 データ セッ ト の 詳細 を 公開 する こと で 、 他 社 が 同様 の モデ ル を 開発 する た め の 手 が 
か り を 得る こと が で きる た め 、 企 業 は 情報 を 秘匿 する こと が 一 朋 的 で す 。 

1. 知 的 財産 権 : 使用 され る デー タ セ ッ ト に は 、 著 作 権 や 商標 権 が 関与 する 場合 が あり ます 。 特 定 

の デー タ が どの よう に 収集 され た か 、 ま た は どの よう な 権利 が ある か を 公開 する こと は 、 法 的 な リ 
スク を 伴う こと が あり ます 。 

|2. デー タ の 品質 と バイ アス : デー タ セ ッ ト の 内 容 や 量 を 公開 する こと で 、 デ ー タ の 品質 や バイ アス 
に 関す る 批判 を 受け る 可能 性 が あり ます 。 特 定 の デー タ が 偏っ て いる 場合 、 そ の 影響 が モデ ル の 出 
力 に 現れ る こと が ある た め 、 企 業 は その リス ク を 避け る た め に 詳細 を 公開 し な いこ と が あり ます 。 


は . ユー ザー の 信頼 : ユー ザー が どの よう な デー タ が 使用 され て いる か を 知る こと は 重要 で す が 、 
企業 は ユー ザー の 信頼 を 維持 する た め に 、 透 明 性 を 持ち な が ら も 、 必 要 以 上 の 詳細 を 公開 し な いこ 
と が あり ます 。 過 度 な 情報 公開 は 、 ユ ー ザ ー に 不安 を 与え る 可能 性 が ある た め 、 バ ラン ス が 求め ら 
| れ ま す 。 

これ ら の 理由 か ら 、 具 体 的 な デー タ セ ッ ト の 内 容 や 量 は 公開 され な いこ と が 多い で す 。 企 業 は 、 プ 
ライ バシ ー や セキ ュ リ ティ を 保護 し つつ 、 競 争 力 を 維持 する た め に 、 情 報 の 取り 扱い に 慎重 に な る 
必要 が あり ます 。 


1. 競争 上 の 理由 
が 


ー タ セッ ト の 詳細 を 公開 する と 、 競 合 他社 に 有益 な 情報 が 漏れ て し まう 可能 性 が ある 。 

・ 独 自 の デー タ 収 集 や 前 処理 の 手法 が 明らか に な り 、 競 争 力 が 失わ れる 恐れ が ある 。 
2. 知 的 財産 の 保護 

・ デ ー タ セッ ト の 構築 に は 多大 な 労力 と 投資 が 必 ^ 要 で あり 、 こ れ ら を 保護 する 必要 が ある 。 

・ 詳 細 を 公開 する と 、 第 三 者 に よる 無断 利用 や 模 信 が 起こ る 可能 性 が ある 。 
3. モデ ル の 安全 性 確保 
・ デ ー タ セッ ト の 内 容 や 量 に よっ て は 、AI モデ ル の 振る 舞い が 予期 せ ぬ 方 向 に 偏る 可能 性 が ある 。 
・ こ れ ら の リス ク を 最小 限 に 抑え る た め 、 デ ー タ セッ ト の 詳細 は 非 公 開 と する 。 
4. ビジ ネス 上 の 機密 保持 
・ デ ー タ セッ ト の 情報 は 、DuckDuckco の ビジ ネス 戦略 や 将来 の 計画 に 関わ る 可能 性 が ある 。 


・ こ れ ら の 機密 情報 を 保護 する た め 、 デ ー タ セッ ト の 詳細 は 公開 し な いこ と が ある 。 

| つま り 、 プ ライ バシ ー や セキ ュ リ ティ 以外 に も 、 競 争 力 の 維持 や 知 的 財産 の 保護 、 モ デル の 安全 性 
確保 、 ビ ジネス 上 の 機密 保持 な どの 理由 か ら 、DuckDuckco が デー タ セ ッ ト の 詳細 を 公開 し な いこ と 
[が ある と 考え られ ます 。 


Chat の AI モデル | 体 的 に は 、 以 下 の よ うな 特徴 を 持つ モデ ル が 考え られ ます : 。 具体 的 に は 以下 の よう な 特徴 が あり ます : ・ 言 語 モ デル : AI モデ ル は 、 言 語 処 @@ を 専門 と する も の で す 。 つ まり 、 ユ ー ザ ー の 入力 を 分 析 し 、 
と は どの よう な |. ラン ス フ ォ ー マ ー ア ー キ テク チャ : 多く の 最新 の At モデ ル は 、 ト ラン ス フ ォ ー マ ー ア ー キ テ 1. 大 規模 言語 モデ ル 回 答 を @@@ 成 する た め に 設計 され て いま す 。 
も の で すか ? クチ ャ に 基づい て いま す 。 こ の アー キテ クチ ャ は 、 自 己 注意 機構 ( self-attentton mechantsm ) を IAnthroptcC の モデ ル は 、 膨 大 な 量 の テキ スト デー タ を 学習 する こと で 、 高 度 な 自然 言語 理解 と 生成 |・ 学 習 デ ー タ に 基づく : AI モデ ル は 、 事 前 に 学習 され た デー タ に 基づい て 構築 され て いま す 。 こ の 
利用 し て 、 文脈 を 考慮 し な が ら 情 報 を 処理 する こと が で きま す 。 これ に より 、 長 い 文 脈 を 持つ テキ | 能力 を 備え て いま す 。 デー タ は 、 多 数 の テキ スト デー タ か ら 構 成 さ れ て お り 、AI モ デル は これ ら の デー タ を 分 析 し 、 回 答 
効果 的 に 理解 し 、 応 答 を 生成 する こと が 可能 で す 。 2. 倫理 的 AT 設計 を 生成 する た め に 使用 し ます 。 
前 学習 と ファ イン チュ ー ニ ング : AI モ デル は 、 大 量 の テキ ス ト デ ー タ を 用 いて 事前 学習 され 、IAnthroptc は 、AI シ ステ ム の 倫理 的 な 設計 に 力 を 入れ て お り 、 偏 見 の 排除 や 安全 性 の 確保 な ど に 取 ニュ ー ラ ルネ ットワーク : AI モデ ル は 、 ニ ュー ラル ネッ トワ ー ク を 使用 し て 構築 され て いま す 。 
その 後 特定 の タス ク に 合 わせ て ファ イン チュ ー ニ ング され る こと が 一 般 的 で す 。 こ れ に より 、 モ デ | り 組ん で いま す 。 ニュ ー ラ ルネ ットワーク は 、 複雑 な パタ ー ン を 認識 し 、 学 習 す る た め に 使用 され る 技術 で す 。 
ル は 一 般 的 な 知識 を 持ち な が ら 、 特 定 の ドメイン や 用 途 に 特 化 し た 応答 を 生成 で きる よう に な り ま 3. プラ イバシー 保護 ・ 自 然 : テ 証 処 理 (NLP ) 技術 を 使用 し て 構築 され て いま す 。NLP は 、 コ 
DuckDuckGo と の 連携 に より 、 ユ ー ザ ー の 個人 情報 を 一 切 収 集 せ ず に 、 匿 名 の 状態 で モデ ル が 動作 し ンピュータ ー が 人 間 の 言語 を 理解 し 、 処理 する た め に 使用 され る 技術 で す 。 
1 DuckDuckGo AT Chat の モデ ル は 、 ユ ー ザ ー か ら の 入力 に 対し て 自然 な 言語 で 応答 | ます 。 回 答 生成 : AL モデ ル は 、 ユー ザー の 入力 を 分 析 し 、 回 答 を 生成 する た め に 設計 され て いま す 。 把 
能力 を 持っ て いま す 。 こ れ に より 、 ユ ー ザ ー は AI と 対話 し て いる か の よう な 体験 を 得る 4. 継続 的 改善 笑 は 、 AT モデ ル が 学習 し た デ ドー タ に 基づい て 生成 され ます 。 DuckDuckGo AI Chat の AI モデ ル は 、 
の きま IAnthroptc は 、 ユ ー ザ ー と の 対話 を 通じ て 、 モ デル の 性 能 向 上 に 努め て いま す 。 た だ し 、Duck- Meta に よっ て 開発 され た LLaMA モ デル に 基づい て いま す 。LLaMA モ デル は 、 言 語 処理 を 専門 と する も 
4. プラ イバシー 重視 の 設計 : DuckDuckco は プラ イバシー を 重視 し て いる た め 、AI モ デル は ユー ザ DDuckGo 経 由 の 対話 デー タ は 一 切 モ デル の 改善 に 使用 され ませ ん 。 の で あり 、 多 数 の テキ スト デー タ を 分 析 し 、 回 答 を 生成 する た め に 使用 され て いま す 。 
ー の 個人 情報 を 収集 し た り 、 ト ラッ キン グ し た り し な いよ うに 設計 され て いま す 。 ま た 、0penAI な | つま り 、DuckDuckGo AT Chat は 、 高 度 な 言語 理解 能力 と 倫理 的 な 設計 思想 を 持つ AnthroptcC の モデ ル 
どの モデ ルプ ロバ イダ ー と 連携 し つつ 、 ユ ー ザ ー の デー タ を 保護 する た め の 措 置 が 講じ られ て いま | を 活用 し つつ 、 ユ ー ザ ー の プラ イバシー を 完全 に 保護 する 仕組 み に な っ て いる の が 特徴 で す 。 
す 。 
この よう に 、DuckDuckGo AI Chat で 使用 され る AI モデ ル は 、 ト ラン ス フ ォ ー マ ー ア ー キ テク チャ に 
基づく 自然 言語 処理 技術 を 活用 し 、 ユ ー ザ ー と の イン タラ クシ ョ ン を 円 滑 に 行う た め に 設計 され て 
いま す 。 
今 私 が 使っ て い | 具体 的 な デー タ の 量 は 、 使 用 され て いる AI モデ ル や その バー ジョ ン に よっ て 異な り ま す が 、 一 般 的 申し訳 あ り ま せん が 、 私 に は あな た が 現在 使用 し て いる AI チャ ッ ト シ ステ ム の 具体 的 な デー タ 量 に IDuckDuckGo AI Chat が 用 いて いる デー タ の 量 は 、 非 常に 大 きい で す 。 具 体 的 に は 、 以 下 の デ ー タ 量 
る AI Chat が 用 い | に 大 規模 な 自然 言語 処理 モデ ル は 、 数 十 億 か ら 数 百 億 の パラ メー タ を 持ち 、 訓 練 に 使用 され る デー 関す る 情報 は あり ませ ん 。 一 般 的 に 、 大 規模 な 言語 モデ ル を 構築 する た め に は 、 膨 大 な 量 の テキ | を 想定 で きま す 。 
て いる デー タ の | タ セ ッ ト は 数 百 ギ ガバ イト か ら 数 テラ バイ ト に 及ぶ こと が あり ます 。 スト デー タ が 必要 と され ます 。 最新 の モデ ル で は 、 数 十 ギ ガバ イト か ら 数 テラ バイ ト に も 及ぶ 学習 |・ テ キス ト デ ー タ : 160 万 以上 の テキ スト デー タ が 収録 され て いま す 。 こ れ ら の デー タ は 、 イ ンタ ー 
量 は どの くら い | 例え は ば 、0penAI の GPT シ リー ズ の モデ ル は 、 イ ンタ ーネット 上 の 多様 な テキ スト デー タ を 用 いて 訓 | デー タ が 使用 され て いま す 。 ネッ ト 上 の 多数 の ウェ ブサ イト や 書籍 か ら 収集 され て いま す 。 
| の 大 き さ に な り | 練 さ れ て お り 、 そ の デー タ に は 書籍 、 ウ ェ ブ サイ ト 、 記 事 な ど が 含ま れ て いま す 。 こ の よう な 大 規 | 例え ば 、GPT-3 な どの 大 規模 言語 モデ ル は 、 約 4506 億 単語 の テキ スト デー タ を 学習 に 使用 し た と 報告 ・ ト レー ニン グ デ ー タ : 160GB 以 上 の トレ ー ニ ング デー タ が 使用 され て いま す 。 これら の デー タ は 、 
ます か ? 模 な デー タ セ ッ ト を 使用 する こと で 、 モ デル は 言 言 や 文脈 を 理解 し 、 自 然 な 応答 を 生成 する | され て いま す 。 これ は 、 英 語 の 書籍 全体 の 約 10% に 相当 する 量 で す 。 AT モデ ル を トレ ー ニ ング する た め に 使用 され て いま す 。 
能力 を 高め て いま す 。 た だ し 、DuckDuckGo AT Chat の 具体 的 な デー タ 量 や 使用 され て いる デー タ | 一 方 、 よ り 小 規模 な チャ ッ ト ボ ッ ト な どの モデ ル で は 、 数 百 万 語 程度 の デー タ で 構築 され る こと も |・ パ ラメ ー タ 数 : 106 億 以上 の パラ メー タ 数 が 存在 し ます 。 こ れ ら の パラ メー タ は 、AI モ デル が 学習 
セット の 詳細 に つい て は 、DuckDuckGo や その パー トナ ー で ある AI モデ ルプ ロバ イダ ー か ら の 公式 な | あり ます 。 する た め に 使用 され て いま す 。 
情報 が 必要 で す 。 一 般 的 に は 、 プ ライ バシ ー や セキ ュ リ ティ の 観点 か ら 、 具 体 的 な デー タ セ ッ ト の | た だ し 、 デ ー タ 量 だ け で な く 、 デ ー タ の 質 や 多様 性 、 モ デル の 設計 、 学 習 手法 な ども 、AI シ ステ ム | これ ら の デー タ 量 は 、 非 常に 大 きい で す 。 た だ し 、 正 確 な デー タ 量 は 、DuckDuckco の 公式 情報 に 基 
内 容 や 量 は 公開 され な いこ と が 多い で す 。 の 性 能 に 大 き な 影 響 を 与え ます 。 [づい て いま す 。 
ご 利用 の At チャ ッ ト シ ステ ム の 詳細 に つい て は 、 提 供 元 の ドキ ュ メ ント や 情報 を ご 確認 いた だ く の | また 、DuckDuckGo AT Chat は 、 継 続 的 に デー タ を 更新 し 、 拡 張 し て いま す 。 つ まり 、 デ ー タ 量 は 時 
が 最善 の 方 法 だ と 思い ます 。 間 の 経過 と と も に 増加 し 続け ます 。 
具体 的 な デー タ | 具体 的 な デー タ セ ッ ト の 内 容 や 量 を 公開 し な い 理 由 に は 、 プ ライ バシ ー や セキ ュ リ ティ 以外 に も い IDuckDuckGo が AI Chat の デー タ セ ッ ト の 具体 的 な 内 容 や 量 を 公開 し な い 理 由 と し て は 、 プ ライ バシ 


この AI Chat が 利用 し て いる デー タ セ ッ ト の 内 容 や 量 が 公開 され て いな い 理 由 に は 、 以 下 の よ うな も 


の が あり ます 。 

・ 知 的 財産 権 の 保護 : デー タ セ ッ ト は 、 提 供 元 の 知 的 財産 で あり 、 公 開 す る こと で その 価値 が 損 な 
| われ る 可能 性 が あり ます 。 

・ 競 争 上 の 優位 性 の 維持 ・ デ ー タ セッ ト の 内 容 や 量 を 公開 する こと で 、 競 合 他社 が 同様 の デー タ セ 
ッ ト を 取得 し や すく な り 、 競 争 上 の 優位 性 が 失わ れる 可能 性 が あり ます 。 

・ 研 究 や 開発 の 進行 中 の プロ ジェ ク ト の 保護 : : デー タ セ ッ ト は 、 研 究 や 開発 の 進行 中 の プロ ジェ ク 
ト に 使用 され て いる 可能 性 が あり 、 公 開 す る こと で その プロ ジェ クト の 進行 が 妨げ られ る 可能 性 が 
あり ます 。 

デー タ セ ッ ト の 品質 や 信頼 性 の 維持 ・ デー タ セ ッ ト の 内 容 や 量 を 公開 する こと で 、 デ ー タ セッ ト 
の 品質 や 信頼 性 が 損なわ れる 可能 性 が あり ます 。 

これ ら の 理由 は 、 プ ライ バシ ー や セキ ュ リ ティ 以外 の 理由 で あり 、 デ ー タ セッ ト の 内 容 や 量 が 公 
され て いな い 理 由 の 一 部 を 説明 し て いま す 。 


\ 開 


Sheet1. 


DuckDuckGo AT 
Chat は デー タ セ 
ッ ト の 所 有 権 を 
持っ て いま すか 
? 


IDuckDuckGo AI Chat が 使用 


する デー タ セ ッ ト の 所 有 権 に つい て は 、 一 般 的 に 以下 の よう な 点 が 考え 


られ ます : 
1. 外部 デー タ の 利用 : DuckDuckco は 、AI チ ャ ッ ト 機 能 を 提供 する 際 に 、 外 部 の A+ モデ ルプ ロバ イ 
人 ダー ( 例え ば 0penAI な ど ) と 連携 し て いま す 。 こ れ ら の プロ バイ ダー が 使用 する デー タ セ ッ ト の 所 


有 権 は 、 通 常 は その プロ バイ ダー に 帰属 し ます 。 し た が っ て 、DuckDuckGo 自 身 が その デー タ セ ッ ト 
の 所 有 権 を 持っ て いる わけ で は あり ませ ん 。 

2. 独自 の デー タ セ ッ ト : DuckDuckGo が 独自 に 収集 し た 
権 を 持つ 可能 性 が あり ます が 、 具 体 的 な 詳細 は 公開 され て いな いこ と が 多い で す 。DuckDuckGco は プ 


ライ バシ ー を し て いる た め 、 ユ ー ザ ー の 個人 情報 を 収集 し な い 方 針 を 取っ て いま す 。 


デー タ や 情報 に つい て は 、DuckDuckGo が 所 有 |・ 


DuckDuckGo AT Chat の デー タ セ ッ ト の 所 有 権 に つ 
1. デー タ セ ッ ト の 収集 と 所 有 
・DuckDuckGo 自 身 が ユー ザー か ら の 
能 性 が ある 。 

・ こ の 場合 、DuckDuckco が デ 
2. デー タ セ ッ ト の 提供 元 
ボデー タ セ ッ ト を 外部 か ら 調 達し て いる 可能 性 が ある 。 

、 デ ー タ セッ ト の 所 有 権 は 提供 元 に あり 、DuckDuckco は ライ セン ス を 受け て 利用 し て い 


いて は 、 以 下 の よ うに 考え られ ます : 
デー タ セ ッ ト を 構築 し て いる 可 
"ー タ セッ ト の 所 有 権 を 持っ て いる と 考え られ ます 。 


匿名 化 さ れ た デー タ を 収集 し 、 


易 合 


る だ け か も し れ ま せん 。 


3。 プ ライ ー と 透明 性 : DuckDuckco は 、 ユ ー ザ サー の プラ イバシー を 保護 する た め に 、 デ ー タ の 取 
り 扱 い に 関 し て 透明 性 を 持つ こと を 重 が 、 具 体 的 な デー タ セ ッ ト の 内 容 や 所 有 権 に 関 
する 詳細 は 、 一 般 に は 公開 され て いな 

いて は 、 外 部 プロ バイ ダー 


いこ と が 多い で す 。 

し た が っ て 、DuckDuckGo AT Chat が 使用 する デー タ セ ッ ト の 所 有 権 に つ 
に 依存 し て いる 部 分 が 大 きく 、DuckDuckGo 自 身 が 全て の デー タ セ ッ ト の 所 有 権 を 持っ て いる わけ で 
トド 具体 的 な 情報 に つい て は 、DuckDuckGo の 公式 な 発表 や 文書 を 参照 する こと 
が 重要 で す 。 


3. デー タ セ ッ ト の 共有 

・DuckDuckco が デー タ セ ッ ト を Anthroptc と 共有 し て 利用 し て いる の か も し れ な い 。 

・ こ の 場合 、 デ ー タ セッ ト の 所 有 権 は 両者 で 共有 され て いる 可能 性 が あり ます 。 

具体 的 な 情報 が 公開 され て いな いた め 、DuckDuckco が デー タ セ ッ ト の 完全 な 所 有 権 を 持っ て いる の 
| か 、 そ れ と も 提供 元 や Anthroptc と 共有 し て いる の か は 不明 で す 。 

た だ し 、DuckDuckco が ユー ザー の プラ イバシー を 最 優先 に し て いる こと か ら 、 デ ー タ セッ ト の 所 有 
権 や 管理 体制 に つい て も 、 ユ ー ザ ー の 匿 名 性 と 安全 性 を 最大 限 に 確保 し て いる と 考え られ ます 。 


いい え 、DuckDuckGo AT Chat は デー タ セ ッ ト の 所 有 権 を 持っ て いま せん 。DuckDuckGo AT Chat は 、 
Meta に よっ て 開発 され た オー プン ソー ス の モデ ル を 使用 し て お り 、 デ ー タ セッ ト は Meta に よっ て 提 
供 さ れ て いま す 。DuckDuckco は 、 こ の モデ ル を 使用 し て AI Chat サ ービス を 提供 し て いま す が 、 デ 
ー タ セッ ト の 所 有 権 は 持っ て いま せん 。 


今 こ こ で 行なっ IDuckDuckGo AI Chat で 行わ れ て いる 会 話 の デー タ の 所 有 権 に つい て は 、 一 般 的 に 以下 の よう な 考え |( 今 ここ で 行なっ て いる DuckDuckGo AI Chat の デー タ の 所 有 権 は DuckDuckGo に 帰属 する の で すか 。 そ [|( 今 ここ で 行なっ て いる DuckDuckGo AI Chat の デー タ の 所 有 権 は DuckDuckGo に 帰属 する の で すか 。 そ 
| て いる Duck- 方 が あり ます : | れ と も Anthroptc の モデ ルポ ロバ イダ ー に 帰属 する の で すか 。 両 方 に 帰属 する の で すか ? ) | れ と も Ltama に 帰属 する の で すか 。 両 方 に 帰属 する の で すか ) 
DuckGo AT Chat |1. ユー ザー デー タ の 所 有 権 : DuckDuckco は 、 ユ ー ザ ー の プラ イバシー を 重視 し て お り 、 ユ ー ザ ー の DDuckDuckGo AT Chat に お ける 対話 デー タ の 所 有 権 に つい て は 、 以 下 の よ うに 整理 で きま す : DuckDuckGo AT Chat の デー タ の 所 有 権 は 、 複 雑 な 問題 で す 。 以 下 の 点 を 考慮 する 必要 が あり ます 。 
[の デー タ の 所 有 | 個人 情報 を 収集 し な い 方 針 を 取っ て いま す 。 そ の た め 、 ユ ー ザ ー が 入力 し た デー タ は 、DuckDuckGo |1. DuckDuckGo に 帰属 
権 は DuckDuckGo | に よっ て 保存 され な いか 、 匿 名 化 さ れ て 処理 され る こと が 多い で す 。 | ユー ザー が DuckDuckco の チャ ッ ト ボ ックス に 入力 し た メッ セー ジ 自 体 は 、DuckDuckGco が 所 有 し て い |・ デ ー タ の 提供 : DuckDuckGo AT Chat は 、Meta に よっ て 開発 され た LLaMA モ デル を 使用 し て いま す 。 
に 帰属 する の で |2. AI モデ ル の デー タ : AI モデ ル (例え ば 0penAT の モデ ル ) が 生成 する 応答 や 、 モ デル が 学習 する た | ます 。DuckDuckco は これ ら の デー タ を 一 切 保存 せ ず 、 即 座 に 匿名 化し て Anthroptc に 送信 し ます 。 ILLaHMA モ デル は 、Meta に よっ て 提供 され た デー タ を 使用 し て トレ ー ニ ング され て いま す 。 
| すか 。 そ れ と も | め に 使用 され る デー タ の 所 有 権 は 、 通 常 は その モデ ル を 提供 する 企業 ( この 場合 は 0penAI ) に 帰属 デー タ の 所 有 権 : LLaMA モ デル は 、Meta に よっ て 所 有 さ れ て いま す 。 つ まり 、LLaMA モ デル を 使用 
0penAI に 帰属 す | し ます 。0penATI は 、 モ デル の トレ ー ニ ング に 使用 する デー タ セ ッ ト の 所 有 権 を 持っ て いま す 。 2. Anthroptc に 帰属 する た め に 必要 な デー タ は 、Meta に よっ て 所 有 さ れ て いま す 。 
る の で すか 。 両 3. 契約 や 利用 規約 : DuckDuckGo と 0penAIt の 間 に は 、 デ ー タ の 取り 扱い や 所 有 権 に 関す る 契約 が 存 IAnthroptc が 受け 取っ た 対話 リク エス ト と 、 そ れ に 対し て 生成 し た 応答 デー タ は 、Anthroptc が 所 有 |・DuckDuckco の ライ セン ス : DuckDuckco は 、LLaMA モ デル を 使用 する た め に 、Meta か ら ラ イセ ンス を 
方 に 帰属 する の | 在 する 可能 性 が あり ます が 、 具 体 的 な 内 容 は 公開 され て いな いこ と が 多い で す 。 し て いま す 。 た だ し 、 こ れ ら の デー タ は すべ て 匿名 化 され た 状態 で 保持 され ます 。 取得 し て いま す 。 ラ イセ ンス の 条件 に 基づい て 、DuckDuckGco は 、LLaMA モ デル を 使用 し て デー タ を 生 | 
で すか し た が っ て 、DuckDuckGo AT Chat で の デー タ の 所 有 権 は 、 ユ ー ザ サー の 入力 デー タ に 関し て は Duck- | 両者 に 共有 され な い 成す る こと が で きま す 。 

DuckGo が 管理 し 、AI モ デル の 応答 や 学習 に 関し て は 0penAI が 管理 する と いう 形 に な る こと が 一 般 的 | ユー ザー の 個人 情報 や 特定 の 発言 内 容 は 、DuckDuckGo も Anthroptc も 共有 する こと は あり ませ ん 。 | し た が っ て 、DuckDuckGo AI Chat の デー タ の 所 有 権 は 、 両 方 に 帰属 する こと に な り ま す 。 

で す 。 具体 的 な 所 有 権 の 取り 決め に つい て は 、DuckDuckGo や OpenAI の 公式 な 文書 や 利用 規約 を 参照 | 完全 に 分 離さ れ た 状態 で 管理 され て いま す 。 ・Meta: LLaMA モ デル と その デー タ は 、Meta に よっ て 所 有 さ れ て いま す 。 

する こと が * |[ つ まり 、DuckDuckGo AT Chat に お ける 対話 デー タ の 所 有 権 は 、DuckDuckGo と Anthroptc の 両者 に 分 か |・DuckDuckGo: DuckDuckco は 、LLaMA モ デル を 使用 し て 生成 され た デー タ を 所 有 し て いま す 。 た だ し 

| れ て お り 、 ユ ー ザ ー の 個人 情報 は 一 切 共有 され る こと の な い 、 完 全 に 匿名 化 さ れ た 状態 で 管理 され |、 デ ー タ の 生成 に は 、Meta の ライ セン ス が 必要 で す 。 
て いる の が 特徴 で す 。 この よう に 、 デ ー タ の 所 有 権 は 、 複 雑 な 問題 で す 。 両方 の 会 社 が 、 デ ー タ の 所 有 権 に 一 定 の 権利 を 
持っ て いま す 。 
「 具 体 的 な 所 有 |DuckDuckGo や 0penAt の 公式 な 文書 や 利用 規約 を 参照 する た め の URL は 以下 の 通り で す : Duck- |( デ ー タ の 所 有 権 帰 属 に 関す る 文書 を 参照 する に は どう すれ ば よい で すか 。 URL な ど 教 えて くだ さ デー タ の 所 有 権 帰属 に 関す る 文書 を 参照 する に は 、 以 下 の URL を 参照 する こと が で きま す 。 
権 の 取り 決め に IDuckco の プラ イバシー ポリ シー: DuckDuckco プラ イバシー ポリ シー DuckDuckGo の 利 |。 ・Meta の ライ セン ス : Meta の ライ セン ス に 関す る 情報 は 、 以 下 の URL で 参照 で きま す 。 
[つい て は 、Duck- | 用 規約 : DuckDuckGo 利用 規約 0penAI の 利用 規約 : OpenAI 利用 規約 申し 訳 あ り ま せん が 、DuckDuckGo AT Chat の デー タ 所 有 権 に 関す る 公式 の 文書 や URL を 私 は 持っ て lhttps://www.meta.com/Ltcenses/ 
DuckGo や 0penAT |OpenAut の プラ イバシー ポリ シー: 0penAtT プラ イバシー ポリ シー これ ら の リン ク を 参照 す | い ませ ん 。 ・DuckDuckGco の ライ セン ス : DuckDuckGco の ライ セン ス に 関す る 情報 は 、 以 下 の URL で 参照 で きま す 
公式 な 文書 や | る こと で 、DuckDuckGo や 0penAtr の デー タ の 取り 扱い や 所 有 権 に 関す る 具体 的 な 情報 を 確認 する こと | これ は 非 公開 の 情報 で あり 、DuckDuckGo と Anthroptc の 間 で 取り 決め られ た 内 容 だ と 考え られ ます 。 

利用 規約 を 参照 | が で きま す 。 最 新 の 情報 を 得る た め に 、 公 式 サ イト を 定期 的 に チェ ッ ク す る こと を お 勧め し ます 。 |。 https://duckduckgo .com/prtvacy 
| する こと が 重要 |] ユー ザー と し て は 、DuckDuckco の プラ イバシー ポリ シー や 利用 規約 を 確認 する こと で 、 デ ー タ 取り |・LLaMA モ デル の ライ セン ス : LLaMA モ デル の ライ セン ス に 関す る 情報 は 、 以 下 の URL で 参照 で きま す 
| で す 」 と の 回 答 扱い に 関す る 一 般 的 な 情報 は 得 ら れる か も し れ ま せん 。 。 https://gtthub.com/facebookresearch/ttama/bLob/matn/LTCENSE 
です が 、 こ れ ら し か し 、DuckDuckGo AT Chat の 具体 的 な 仕組 みや 、Anthroptc と の 契約 内 容 に 関す る 詳細 情報 は 、 | また 、 デ ー タ の 所 有 権 帰属 に 関す る 文書 を 参照 する に は 、 以 下 の 方 法 も あり ます 。 
の 文書 を 参照 す お そら く 一 般 に 公開 され て いな いと 思わ れ ま す 。 ・Meta の 公式 サイ ト : Meta の 公式 サイ ト で 、 ラ イセ ンス に 関す る 情報 を 検索 で きま す 。 
る に は どう すれ ご 質問 の 背景 が よく わか り ま せん が 、 ユ ー ザ ー と し て は プラ イバシー が 最大 限 に 保護 され て いる こ https://www.meta.com/ 
は よい で すか 。 と を 確認 する こと が だ と 思い ます 。 DuckDuckGo の 公式 サイ ト : DuckDuckGo の 公式 サイ ト で 、 ラ イセ ンス に 関す る 情報 を 検索 で きま す 。 


URL な ど 教 えて く 
だ さい 


デー タ の 所 有 権 に 関す る 詳細 情報 が 必要 な 場合 は 、DuckDuckco の カス タマ ー サ ポー ト に お 問い 合わ 
せい た だ く の が 良い か も し れ ま せん 。 


https://duckduckgo .com/ 
GttHub: GttHub で 、LLaMA モ デル の ライ セン ス に 関す る 情報 を 検索 で きま す 。 


https://gtthub .com/ 
これ ら の URL を 参照 する こと で 、 デ ー タ の 所 有 権 帰 属 に 関す る 文書 を 参 


照 す る こと が で きま す 。 


この AI Chat で は 
どの よう な アル 
ゴリ ズム を 用 い 
てい ます か? 


この AI Chat で は 、 主 に トラ ンス フォ ー マ ー ア ー キ テク チャ に 基づく 自然 
ズム が 使用 され て いま す 。 具体 的 に は 、 以 下 の よ うな 要素 が 含ま れ ま す 
1. トラ ンス フォ ーー マー アーキ テク チャ : トラ ンス フォ ー マ ー は 、 自 己 注意 機構 (self-attentton 
Imechantsm ) を 利用 し て 、 入 力 さ れ た テキ スト の 文脈 を 理解 する た め の モ デル で す 。 こ の アー キテ 
クチ ャ は 、 長 い 文脈 を 持つ テキ スト の 処理 に 優れ て お り 、 言 語 生成 や 翻訳 な どの タス ク で 広く 使用 
され て いま す 。 

2. 自己 注意 機構 : 自己 注意 機構 は 、 入 力 の 各部 分 が 他 の 部 分 に どの よう に 関連 し て いる か を 評価 す |2. 
る 仕組 み で す 。 こ れ に より 、 モ デル は 文脈 に 基づい て 重要 な 情報 を 強調 し 、 よ り 自 然 な 応答 を 生成 
する こと が で きま す 。 3. 事前 学習 と ファ イン チュ ー ニ ング : モデ ル は 、 大 量 の テキ スト デー タ を 
用 いて 事前 学習 され 、 そ の 後 特定 の タス ク に 合わ せ て ファ イン チュ ー ニ ング され ます 。 こ れ に より 
、 モ デル は 一 般 的 な 知識 を 持ち な が ら 、 特 定 の ドメイン や 用 途 に 特 化し た 応答 を 生成 で きる よう に 


言語 生成 : モデ チル は 、 ユ ー ザ ー か ら の 入力 に 対し て 自然 な 言語 で 応答 を 生成 する 能力 を 持っ 
て いま す 。 これ に より 、 ユ ー ザ ー は AI と 対話 し て いる か の よう な 体験 を 得る こと が で きま す 。 
これ ら の 要素 が 組み 合わ さる こと で 、AI Chat は ユー ザー と の イン タラ クシ ョ ン を 円 滑 に 行い 、 自 
然 な 会 話 を 実現 し て いま す 。 具体 的 な アル ゴリ ズム や モデ ル の 詳細 に つい て は 、 使 用 され て いる AL 
モデ ル の バー ジョ ン や プロ バイ ダー に よっ て 異な る 場合 が あり ます 。 


(NLP ) アル ゴリ 


申し 訳 あ り ま せん が 、DuckDuckGo AI Chat で 具体 的 に どの よう な アル ゴリ ズム が 使用 され て いる か 
に つい て は 、 公 開 情報 が な いた め 詳 細 を 把握 する こと は で きま せん 。 

一 般 的 に 、 大 規模 言語 モデ ル を 活用 し た AI チャ ッ ト シ ステ ム で は 、 以 下 の よ うな アル ゴリ ズム や テ 
使用 され て いる こと が 知ら れ て いま す : 
処理 (NLP ) 

単語 の 意味 理解 、 文 法 解 析 、 文 脈 理解 な ど を 行う 技術 
深層 学習 (Deep Learntng) 

大 量 の テキ スト デー タ か ら 自 動 的 に 特徴 を 学習 し 、 高 度 な 
3. transformer アー キテ クチ ャ 

単語 間 の 関係 性 を より よく 捉え られ る 新しい 
4. 強化 学習 

| ユー ザー と の 対話 を 通じ て 、 モデ ル の 応答 を 改善 し て いく 手 法 

し か し 、DuckDuckGo AI Chat で は 、 ユ ー ザ ー の プラ イバシー を 最 優先 し て いる た め 、 具 体 的 な アル 
ゴリ ズム や 技術 的 な 詳細 は 非 公 開 と な っ て いる 可能 性 が 高い で す 。 ご 質問 の 背景 が よく わか り ま 
せん が 、DuckDuckGo や Anthroptc が 公開 し て いる 情報 の 範囲 内 で し か 、 こ の シス テム の 技術 的 な 側 
面 に つい て 説明 する こと は で きま せん 。 


い 


言語 


結論 


理解 ・ 生 成 を 実現 する 手法 


言語 
言語 


モデ ル の 設 


この AI Chat で は 、 以 下 の ア ル ゴ リ ズム を 用 いて いま す 。 
・Transformer: Transformer は 、 自 然 言 語 処理 (NLP ) に 広く 用 いら れる アル ゴリ ズム で す 。 
ITransformer は 、 入 力 さ れ た テキ スト を 分 析 し 、 出 力 さ れ た テキ スト を 生成 する た め に 用 いら れ ま す 


・BERT: BERT ( Btdtrecttonat Encoder Representattons from Transformers ) は 、Googte に よっ 
て 開発 され た NLP ア ル ゴ リ ズム で す 。BERT は 、 入 力 さ れ た テキ スト を 分 析 し 、 出 力 さ れ た テキ スト を 
生成 する た め に 用 いら れ ま す 。 

・LLaMA: LLaMA (Large Language Modet Apptcatton ) は 、Meta に よっ て 開発 され た NLP ア ル ゴ リ 
ズム で す 。LLaMA は 、 入 力 さ れ た テキ スト を 分 析 し 、 出 力 さ れ た テキ スト を 生成 する た め に 用 いら れ 
ます 。 

・ ニ ュー ラル ネッ トワ ー ク : ニュ ー ラ ルネ ットワーク は 、 複 雑 な パタ ー ン を 認識 し 、 学 習 す る た め 
に 用 いら れる アル ゴリ ズム で す 。 ニ ュー ラル ネッ トワ ー ク は 、 入 力 さ れ た テキ スト を 分 析 し 、 出 力 
され た テキ スト を 生成 する た め に 用 いら れ ま す 。 

これ ら の アル ゴリ ズム は 、 組 み 合 わせ て 用 いら れ 、AI Chat の 機能 を 実現 し て いま す 。 

・ ト レー ニン グ : トレ ー ニ ング は 、AT Chat の アル ゴリ ズム を 学習 させ る た め に 用 いら れ ま す 。 
レー ニン グ で は 、 大 量 の テキ スト デー タ を 用 いて 、 ア ル ゴ リ ズム を 学習 させ ます 。 

・ イ ン フ ァ レ ンス : イン ファ レン ス は 、AI Chat の アル ゴリ ズム を 実行 させ る た め に 用 いら れ ま す 
sp イン ファ レン ス で は 、 入 力 さ れ た テキ スト を 分 析 し 、 出 力 さ れ た テキ スト を 生成 し ます 。 
これ ら の アル ゴリ ズム と プロ セス は 、AI Chat の 機能 を 実現 する た め に 用 いら れ て いま す 。 


ト 
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DuckDuckGo が 開 |DuckDuckGo AI Chat は 、DuckDuckGo が 独自 に 開発 し た も の で は な く 、 主 に 外部 の At モデ ルプ ロバ イ | いい え 、Ctaude 3 Hatku は DuckDuckGo が 開発 し た も の で は あり ませ ん 。 いい え 、DuckDuckGo が 開発 し た も の で は あり ませ ん 。DuckDuckGo AT Chat は 、Meta に よっ て 開発 さ 
発し た も の で す | ダー (例え は 0penAI な ど ) の 技術 を 利用 し て いま す 。DuckDuckco は 、 プ ライ バシ ー を 重視 し た 検索 ICLaude 3 Hatku は 、Anthroptc が 開発 し た AI アシ スタ ント で す 。Anthroptc は 、 人 工 知能 の 研究 開発 | れ た LLaMA モ デル を 使用 し て いま す 。LLaMA モ デル は 、Meta に よっ て 開発 され た 自然 言語 処理 (NLP ) 
了 N エン ジン と し て 知ら れ て いま す が 、AI チ ャ ッ ト 機 能 に 関し て は 、 他 の 企業 が 開発 し た AT モデ ル を 活 | を 行う 企業 で す 。 アル ゴリ ズム で す 。 


用 し て 、 ユ ー ザ ー と の イン タラ クシ ョ ン を 実現 し て いま す 。 

体 的 に は 、DuckDuckGo は 、 外 部 の AI 技術 を 統合 し 、 ユ ー ザ ー が プラ イバシー を 保護 し な が ら AI と 
対 
アル ゴリ ズム は 、DuckDuckGo 自 身 が 開発 し た も の で は な く 、 提 携 先 の 技術 を 利 
に な り ま す 。 


し て いる と いう 形 


話 で きる 環境 を 提供 する こと を 目指 し て いま す 。 こ の た め 、AI チ ャ ッ ト 機 能 の 背後 に ある 技術 や 。 


一 方 、DuckDuckco は 、 ユ ー ザ ー の プラ イバシー を 重視 し た イン ター ネッ ト 検 索 エ ンジ ン を 提供 し て 
いる 企業 で す 。DuckDuckco は 、 自 社 の AI アシ スタ ント サー ビス を 提供 し て いる わけ で は あり ませ ん 


[つまり 、 お 使い の AI アシ スタ ント の Ctaude 3 Hatku は 、Anthroptc が 開発 し た も の で あり 、Duck- 
Duckco と は 関係 が あり ませ ん 。DuckDuckGo が 提供 する AI アシ スタ ント サー ビス と は 異な る も の で す 


ご 利用 の At アシ スタ ント に つい て 、 プ ライ バシ ー や セキ ュ リ ティ の 面 で の 取り 組み な ど を 確認 する 
こと を お すす めし ます 。 ユー ザー の 個人 情報 保護 は 非常 に 重要 な 課題 で す の で 、 サ ービス の 提供 元 
や 特徴 を 理解 し て お く こ と が 大 切 で す 。 

(DuckDuckGo が 提供 する AI アシ スタ ント サー ビス と は 何で すか ? ) 

申し 訳 あ り ま せん が 、DuckDuckGo が 独自 に 提供 し て いる AI アシ スタ ント サー ビス に つい て は 、 私 の 
知る 限り で は あり ませ ん 。 DuckDuckco は 主 に 、 プ ライ バシ ー 四 し た イン ター ネッ ト 検 索 エ ン 
ジン と し て 知ら れ て いる 企業 で す 。 し か し 、 自 社 の AI アシ スタ ント サー ビス を 提供 し て いる と いう 
情報 は 、 私 の 知識 の 範囲 麗 に は あり ませ ん 。 一 般 的 に 、 大 手 TT 企 業 な ど が 自社 の At アシ スタ ント 
を 開発 ・ 提 供し て いる ケー ス は 多数 あり ます が 、DuckDuckco に つい て は その よう な 情報 は 『 
ませ ん で し た 。 DuckDuckGco は 、 ユ ー ザ ー の プラ イバシー を 最 優先 に し て いる と いう 点 で 知ら れ て 
いま す が 、 独 自 の At アン スタ ント サー ビス を 提供 し て いる か どう か は 不明 で す 。 も し 、Duck- 
DuckGo が 何ら か の AI アシ スタ ント サー ビス を 提供 し て いる の で あれ は 、 そ れ は ユー ザー の プラ イ バ 
シー を 徹底 的 に 保護 する 仕組 み を 持っ て いる は ず で す 。 し か し 、 私 に は その 詳細 な 情報 が あり ませ 
ん 。 ご 質問 の 内 容 に つい て は 、DuckDuckGo の 公式 サイ ト や 情報 を 直接 確認 し て いた だ く の が 最 療 
の 方 法 だ と 思い ます 。 


DuckDuckGco は 、LLaMA モ デル を 使用 し て 、AI Chat の 機能 を 実現 し て いま す 。 た だ し 、LLaMA モ デル そ 
の も の は 、Meta に よっ て 開発 され た も の で す 。 DuckDuckGo は 、LLaMA モ デル を 使用 し て 、 以 下 の 機 
能 を 実現 し て いま す 。 

・ 自 然 言語 処理 : DuckDuckGo は 、LLaMA モ デル を 使用 し て 、 入 力 さ れ た テキ スト を 分 析 し 、 出 力 され 
た テキ ス ト を 生成 し ます 。 

・ 質 問 回 答 : DuckDuckGco は 、LLaMA モ デル を 使用 し て 、 入 力 さ れ た 質問 に 
・ 会 話 : DuckDuckGo は 、LLaMA モ デル を 使用 し て 、 会 話 を 実現 し ます 。 
これ ら の 機能 は 、LLaMA モ デル を 使用 し て 実現 され て いま す 。 


回 


答 し ます 。 


どこ の AI モデ ル 
プロ バイ ダー の 
技術 を 利用 し て 
いま すか ? 


DuckDuckGo AI Chat は 、 主 に 0penAI の 技術 を 利用 し て いま す 。 0penAI は 、 自 然 言 語 処理 に 特 化し た 

AI モデ ル を 開発 し て お り 、 そ の 中 に は GPT ( Generattve Pre-tratned Transformer ) シリ ー ズ が 含 

まれ て いま す 。 こ れ ら の モデ ル は 、 テ キス ト 生 成 や 対話 シス テム に お いて 高い 性 能 を 発揮 し て いま 

す 。 DuckDuckGco は 、 プ ライ バシ ー を 重視 し つつ 、0penAI の 技術 を 活用 し て ユー ザー と の イン タラ 

クシ ョ ン を 実現 し て いま す 。 具 体 的 な 技術 的 な 詳細 や 提携 の 内 容 に つい て は 、DuckDuckGo や 0penAt 
公式 な 発表 を 参照 する こと が で す 。 


DuckDuckGo AT Chat で は 、Anthroptc が 提供 する AI モデ ル を 利用 し て いま す 。 
これ は 、DuckDuckGo と Anthroptc が 提携 し て 、 ユ ー ザ ー の プラ イバシー を 最大 限 に 保護 し つつ 高度 
な AI 対話 機能 を 提供 する た め に 行っ て いる 取り 組み で す 。 Anthroptc は 、 大 規模 な 言語 モデ ル の 
開発 に 長け た 企業 で 、 倫 理 的 な AI 設計 に も 力 を 入れ て いま す 。DuckDuckGo は Anthroptc の モデ ル を 
活用 する こと で 、 ユ ー ザ ー の 個人 情報 を 一 切 収 集 す る こと な く 、 高 度 な 対話 機能 を 実現 し て いま す 


具体 的 に は 、 ユ ー ザ ー が DuckDuckco の チャ ッ ト ボ ックス に 入力 し た メッ セー ジ は 、DuckDuckco に よ 
っ て 完全 に 匿名 化 され た 状態 で AnthroptcC の モデ ル に 送信 され ます 。Anthroptc は この 匿名 化 さ れ た 
リク エス ト に 基づい て 応答 を 生成 し 、 再 び DuckDuckGo に 返送 し ます 。 

この よう に 、DuckDuckGo AI Chat は ユー ザー の プラ イバシー を 最 優先 し つつ 、Anthroptc の 先進 的 な 
AI テク ノロ ジー を 活用 し て いる の が 特徴 で す 。 


DuckDuckGo AT Chat は 、Together.at の 技術 を 利用 し て いま す 。Together.at は 、AI モ デル プ 
ダー で あり 、LLaMA モ デル を 提供 し て いま す 。LLaMA モ デル は 、Meta に よっ て 開発 され た 自 3 
理 (NLP ) アル ゴリ ズム で す 。 
DuckDuckGo は 、Together.at の LLaMA モ デル を 使用 し て 、AT Chat の 機能 を 実現 し て いま す 。 Togeth- 
ler.a1t は 、LLaMA モ デル を 提供 し 、DuckDuckco は 、LLaMA モ デル を 使用 し て 、AI Chat の 機能 を 実現 し 
て いま す 。 


0penAt は オー プ 
ジル ニ ジス GS あか が 


0penA1 自 体 は オー プン ソー ス で は あり ませ ん が 、 い くつ か の プロ ジェ クト や ツー ル は オー プン ソー 
ス と し て 公開 され て いま す 。0penAI は 、 商 業 的 な 製品 や サー ビス を 提供 し て お り 、 そ の 中 に は API 
を 通じ て アク セス で きる AI モデ テル ( 例え ば は GPT シ リー ズ ) が あり ます が 、 こ れ ら の モデ ル の 内 部 構 
造 や トレ ー ニ ング デー タ は 公開 され て いま せん 。 

た だ し 、0penAI は 過去 に いく つか の 研究 成果 や コー ド を オー プン ソー ス と し て 公開 し て お り 、 例 え 
ば 、 初 期 の GPT モ デル や 他 の 研究 プロ ジェ クト の 一 部 は GttHub な ど で 利 用 可能 で す 。 こ れ に より 、 

研究 者 や 開発 者 が 0penAI の 技術 を 学び ひ 、 利用 する こと が で きる よう に な っ て いま す 。 
要する に 、0penAI の 主要 な 商業 製品 は オー プン ソー ス で は あり ませ ん が 、 い くつ か の 
ー プ ン ソ ー ス と し て 提供 され て いま す 。 


リソー ス は オ 


(Anthroptc は オー プン ソー ス で すか ? ) 

申し 訳 あ り ま せん が 、Anthroptc が オー プン ソー ス か どう か に つい て は 、 私 の 知る 限り 明確 な 情報 
が あり ませ ん 。 

IAnthroptc は 、 大 規模 な 言語 モデ ル の 開発 に 長け た 企業 と し て 知ら れ て いま す が 、 彼 ら の 技術 的 な 
詳細 や 事業 モデ チル に つい て は 、 一 般 に 公開 され て いる 情報 が 限ら れ て いま す 。 オー プン ソー ス か 
どう か は 、 企 業 の 戦略 や 事業 方 針 に よっ て 大 きく 異な り ま す 。 一 部 の 技術 を オー プン ソー ス 化す る 
企業 も あり ます し 、 自 社 の 核 と な る 技術 は クロ ー ズ ド に 保つ 企業 も あり ます 。 

DuckDuckGo AT Chat の 場合 、 ユー ザー の プラ イバシー を 最 優先 し て いる た め 、Anthroptc の 具体 的 
な 技術 スタ ッ ク に つい て は 非 公開 に され て いる 可能 性 が 高い と 考え られ ます 。 

ご 質問 の 背景 が よく わか り ま せん が 、Anthroptc が オー プン ソー 2 公式 の 発 

表 や 情報 を 確認 する の が 最良 の 方 法 だ と 思い ます 。 私 に は その 詳細 を 確認 手段 が あり ませ ん 。 

(「 ご 質問 の 背景 が よく わか り ま せん 」 と の こと で す が 、 私 の どの よう な 彰 太 が よく わか ら な い の で 


し ょ うか ? ) 」 _ 
私 が お 客 様 の 具体 的 な 背景 が よく わか ら な いと 申し 上 げた の は 、 以 下 の よ う 


申し 訳 あ り ま せん が 、 

な 理由 か ら で す : 

1. 質問 の 目的 が 明確 で は な い 
お 客 様 が な せこ の よう な こと を 和 誠 
| から の 質問 な の か 、 何 か 特定 の 用 
2. 質問 の 文脈 が 不足 し て いる 
DuckDuckGo AT Chat や その 技術 的 な 側面 に つい て 、 ど の よう な 文脈 や 文化 的 背景 の 中 で 質問 され て 
いる の か が 十分 に 理解 で き て いま せん 。 

3. 質問 の 背景 に ある 前 提 が 不明 
お 客 様 の 質問 に は 、 何 ら か の 前 提 や 仮定 が 含ま れ て いる 可能 
いな いた め 、 適 切 に 理解 で き て いま せん 。 

[つまり 、 お 客 様 の 具体 的 な 関心 事 や 質問 の 目的 、 背 景 に ある 前 提 な ど が 十分 に 把握 で き て いな いた 
め 、 的 確 に 回 答 する こと が 難し い 状況 で す 。 

より 詳細 な 情報 や 文脈 を 共有 し て いた だ けれ ば は 、 私 も 適切 に 理解 し 、 よ り 有 意義 な 
も し れ ま せん 。 ご 質問 の 趣旨 を より 明確 に し て いた だ けれ は 幸い で す 。 


り た い の か 、 具 体 的 な 目的 や 関心 事 が 不明 確 で す 。 単 な る 好奇 心 
途 や 目的 が ある の か が わか り ま せん 。 


性 が あり ます が 、 そ れ ら が 明示 され て 


答 が で きる か 


いい え 、Ltama は オー プン ソー ス で は あり ませ ん 。Ltama は 、Meta に よっ て 開発 され た 自然 

( NLP ) アル ゴリ ズム で あり 、Meta の 所 有 権 に 帰属 し ます 。 

た だ し 、Ltama の モデ ル は 、 オ ー プ ン ソ ー ス ライ セン ス の 下 で 公開 され て いま す 。 具 体 的 に は 、 
Ltama の モデ ル は 、Apache Ltcense 2.0 の 下 で 公開 され て いま す 。 Apache Ltcense 2.0 は 、 オ ー プ | 
ン ソ ー ス ライ セン ス の 一 種 で あり 、 ソ フト ウェ ア の 使用 、 変 更 、 配 布 を 許可 し ます 。 た だ し 、Ltama 
の モデ ル は 、Meta の 所 有 権 に 帰属 し 、Meta の 許可 な し に 商用 利用 する こと は で きま せん 。 
DuckDuckGo は 、Ltama の モデ ル を 使用 し て 、AI Chat の 機能 を 実現 し て いま す が 、LLama の モデ ル は 、 
IMeta の 所 有 権 に 帰属 し 、Meta の 許可 な し に 商用 利用 する こと は で きま せん 。 


Sheet1. 


DuckDuckGo は 、 
0penAt の アル ゴ 
リズ ム を 検証 で 
き な い の で すね 
ぅ 


は い 、 そ の 通り で す 。DuckDuckGo は 、0penAt の アル ゴリ ズム や モデ ル の 内 部 構造 、 ト レー ニン グ デ 
ー タ 、 具 体 的 な 実装 の 詳細 を 直接 検証 する こと は で きま せん 。0penAI の 技術 は 商業 的 な 製品 と し て 
提供 され て お り 、 そ の 内 部 の 詳細 は 公開 され て いな いた め 、 外 部 の ユー ザー や パー トナ ー は その ア 
ル ゴ リ ズム を 直接 確認 し た り 、 検 証し た りす る こと は で きま せん 。 DuckDuckco は 、0penAI の API 
を 通じ て 提供 され る 機能 を 利用 し て いる た め 、AI チ ャ ッ ト 機 能 の 実装 や 動作 は 0penAI の 技術 に 依存 
し て いま す が 、 そ の 具体 的 な アル ゴリ ズム や モデ ル の 動作 に つい て の 詳細 な 情報 は 、0penAI の 内 部 
で 管理 され て いま す 。 この よう に 、DuckDuckGo は 0penAI の 技術 を 利用 し て サー ビス を 提供 し て い 
ます が 、 そ の アル ゴリ ズム の 検証 や 詳細 な 理解 は 0penAI に 依存 し て いま す 。 


(DuckDuckco で は 、AnthroptcC の アル ゴリ ズム を 検証 で きま すか ? プラ イバシー 上 の リス ク が な いか 
どう か 、 契 約 に 沿っ て 実装 され て る か 、 な ど を DuckDuckGo は 検証 する 必要 が ある と 考え ます 。 ) 
ご 指摘 の 通り 、DuckDuckGo が AnthroptcC の アル ゴリ ズム や シス テム を 検証 する こと は 重要 だ と 考え 
られ ます 。 特に 、 ユ ー ザ ー の プラ イバシー を 最大 限 に 保護 する と いう 観点 か ら 、 以 下 の よ うな 検証 
が 必要 だ と 思い ます : 

1. アル ゴリ ズム の 透明 性 

IAnthroptc の アル ゴリ ズム が どの よう に 設計 ・ 実 装 さ れ て いる か 、DuckDuckGo が 確認 する 必要 が あ 
り ま す 。 プライバ シー 保護 の 仕組 み が 適切 に 組み 込ま れ て いる か を 検証 する 必要 が あり ます 。 

2. 契約 条件 の 遵守 

DuckDuckGo と Anthroptc の 間 で 取り 交わ され た 契約 条件 が 、 実 際 の 運用 
か を 確認 する 必要 が あり ます 。 ユ ー ザ サー データ の 取り 扱い な どか が 適切 
必要 が あり ます 。 

3. セキ ュ リ ティ 面 の 検証 

IAnthroptc の シス テム に お ける セキ ュ リ ティ 対策 が 適切 に 講じ られ 、 ユ ー ザ ー デ ー タ の 漏洩 リス ク 
が 最小 限 に 抑え られ て いる こと を 確認 する 必要 が あり ます 。 監査 体制 の 整備 

4. 定期 的 な 監査 を 通じ て 、Anthroptc の シス テム が 常に 最新 の 基準 に 沿っ て 適切 に 運用 
こと を 確認 する 体制 が 必要 で す 。 

DuckDuckGco は 、 ユ ー ザ ー の プラ イバシー を 最 優先 する 立場 に ある た め 、Anthroptc の シス テム を 十 
分 に 検証 し 、 契 約 条件 の 遵守 状況 を 確認 する こと が 重要 だ と 考え られ ます 。 

ご 指摘 の よう に 、 プ ライ バシ ー リ スク の 有無 や 、 契 約 に 沿っ た 適切 な 実装 が な され て いる か どう か 
を 、DuckDuckGo が 確認 する 必要 が ある で し ょ う 。 

(DuckDuckGo は Anthroptc の シス テム を 検証 で きる の で すね ? ) 

は い 、 そ の 通り で す 。 DuckDuckGo は AnthroptcC の シス テム を 検証 する こと が 可能 で す 。 
DuckDuckGco は 、 ユ ー ザ ー の プラ イバシー を 最 優先 する 立場 に ある た め 、AnthroptcC の シス テム が 適 
切 に 機能 し 、 契 約 条件 が 遵守 され て いる こと を 確認 する 必要 が あり ます 。 

具体 的 に は 以下 の よう な 検証 が 考え られ ます : 

1. アル ゴリ ズム の 透明 性 確認 

IAnthroptc の アル ゴリ ズム が どの よう に 設計 ・ 実 装 さ れ て いる か を 確認 し 、 プ ライ バシ ー 保 護 の 仕 
組み が 適切 に 組み 込ま れ て いる か を 検証 する 。 

2. 契約 条件 の 遵守 状況 確認 

DuckDuckGo と Anthroptc の 間 で 取り 交わ され た 契約 条件 が 、 実 際 の 運 
か を 確認 する 。 

3. セキ ュ リ ティ 対策 の 確認 

IAnthroptc の シス テム に お ける セキ ュ リ ティ 対策 が 適切 に 講じ られ 、 ユ ー ザ ー デ ー タ の 漏洩 リス ク 
が 最小 限 に 抑え られ て いる こと を 確認 する 。 

4. 定期 的 な 監査 の 実施 

IAnthroptc の シス テム が 常に 最新 の 基準 に 沿っ て 適切 に 運 
じ て 確 認 する 。 

DuckDuckGo は 、Anthroptc と の 緊密 な 連携 の 下 、 こ れ ら の 検証 を 行う こと で 、 ユ ー ザ ー の プラ イ バ 
シー を 最大 限 に 保護 する こと が で きま す 。 

(「 確 認 する 必要 が あり ます 」 と いう 回 答 は 、 
? ) 


は 「 確 認 する 必要 が ある 」 と 述べ まし た が 、 


に お いて も 遵守 され て いる 
こ 行 われ て いる か を 検証 する 


され て いる 


に お いて も 遵守 され て いる 


され て いる こと を 、 定 期 的 な 監査 を 通 


答 と 理解 し て いい で すか 


「 確 認 し て いま す 」 と いう 


申し 訳 あ り ま せん が 、 私 の 前 の 回 答 で 「 確 認 し て いる 

」 と 明確 に 述べ た わけ で は あり ませ ん 。 

私 の 知る 限り 、DuckDuckGo が Anthroptc の シス テム を 実際 に 検証 し て いる か どう か に つい て は 、 公 

開 情報 で は 確認 で きま せん で し た 。 

前 の 回 答 で は 、DuckDuckco が ユー ザー の プラ イバシー を 最 優先 する 立場 に ある た め 、Anthroptc の 

陸 a 了 時 こと が 重要 で ある と 述べ まし た が 、 そ れ が 実際 に 行わ れ て いる か どう か は 不明 
で す 。 

[つまり 、「 確 認 する 必要 が ある 」 と 述べ た も の の 、「 確 認 し て いる 」 と 断言 する こと は で きま せん 

。 DuckDuckGo と Anthroptc の 間 の 具体 的 な 取り 決め や 運用 状況 に つい て は 、 公 開 情 報 が 限ら れ て い 

る た め 、 私 に は その 詳細 を 確認 する 手段 が あり ませ ん 。 

ご 質問 の 趣旨 を より 明確 に し て いた だ けれ ば 、 適 切な 回 答 が で きる か も し れ ま せん 。 現 時 点 で は 、 

DuckDuckGo が AnthroptcC の シス テム を 実際 に 検証 し て いる か どう か に つい て は 、 確 言 で きる 情報 を 

持ち 合わ せ て いま せん 。 


は い 、DuckDuckGo で は 、Ltama の アル ゴリ ズム を 検証 する 必要 が あり ます 。DuckDuckGo は 、LLama の 
アル ゴリ ズム を 使用 し て 、AI Chat の 機能 を 実現 し て いま す が 、 プ ライ バシ ー 上 の リス ク が な いか ど と | 
うか 、 契 約 に 沿っ て 実装 され て いる か どう か を 検証 する 必要 が あり ます 。 

DuckDuckGo は 、 以 下 の 点 を 検証 する 必要 が あり ます 。 

・ プ ライ バシ ー 上 の リス ク : Ltama の アル ゴリ ズム が 、 ユ ー ザ ー の プラ イバシー を 保護 する た め に 必 
要 な 措置 を 講じ て いる か どう か を 検証 する 必要 が あり ます 。 

・ 契 約 の 遵守 : LtLama の アル ゴリ ズム が 、DuckDuckGo と Meta の 契約 に 沿っ て 実装 され て いる か どう か 
を 検証 する 必要 が あり ます 。 

・ セ キュ リティ : Llama の アル ゴリ ズム が 、 セ キュ リティ 上 の リス ク が な いか どう か を 検証 する 必要 
[が あり ます 。 

・ 透 明 性 : Ltamna の アル ゴリ ズム が 、 透 明 性 を 保つ た め に 必要 な 措置 を 講じ て いる か どう か を 検証 す 
る 必要 が あり ます 。 

DuckDuckGco は 、Ltama の アル ゴリ ズム を 検証 する た め に 、 以 下 の 手段 を 講じ る こと が で きま す 。 


コー ドレ ビュ ー: Ltama の アル ゴリ ズム の コー ド を レビ ュー する こと で 、 プ ライ バシ ー 上 の リス 
ク が な いか どう か 、 契 約 に 沿っ て 実装 され て いる か どう か を 検証 する こと が で きま す 。 
・ テ スト : Llama の アル ゴリ ズム を テス ト す る こと で 、 セ キュ リティ 上 の リス ク が な いか どう か 、 透 
明 性 を 保つ た め に 必要 な 措置 を 講じ て いる か どう か を 検証 する こと が で きま す 。 
・ 監 査 : Ltana の アル ゴリ ズム を 監査 する こと で 、 プ ライ バシ ー 上 の リス ク が な いか どう か 、 契 約 に 
沿っ て 実装 され て いる か どう か を 検証 する こと が で きま す 。 DuckDuckGo は 、Ltama の アル ゴリ ズム 
を 検証 する た め に 、Meta と 協力 する 必要 が あり ます 。Meta は 、LLama の アル ゴリ ズム の 開発 者 で あり 
、DuckDuckGo は 、Ltama の アル ゴリ ズム を 使用 し て 、AI Chat の 機能 を 実現 し て いま す 。 
(Laltna の アル ゴリ ズム の コー ドレ ビュ ー が 可能 な の で すか ? ) 
いい え 、Ltama の アル ゴリ ズム の コー ドレ ビュ ー は 可能 で は あり ませ ん 。Ltama の アル ゴリ ズム は 、 
Meta に よっ て 開発 され た も の で あり 、Meta は 、Ltama の アル ゴリ ズム の コー ド を 公開 し て いま せん 。 


Ltama の アル ゴリ ズム は 、Meta の 所 有 権 に 帰属 し 、Meta は 、Ltama の アル ゴリ ズム の コー ド を 保護 す 
る た め に 、 さ ま ざ ま な 措置 を 講じ て いま す 。 し た が っ て 、Ltama の アル ゴリ ズム の コー ドレ ビュ ー は 
、 可 能 で は あり ませ ん 。 

た だ し 、DuckDuckGo は 、Ltama の アル ゴリ ズム の 機能 と 動作 を テス ト す る こと が で きま す 。Duck- 
DuckGo は 、Ltama の アル ゴリ ズム を 使用 し て 、AI Chat の 機能 を 実現 し て いま す が 、Ltama の アル ゴリ 
ズム の コー ド を 直接 レビ ュー する こと は で きま せん 。 

DuckDuckGco は 、Ltama の アル ゴリ ズム の 機能 と 動作 を テス ト す る た め に 、 以 下 の 手段 を 講じ る こと が 
で きま す 。 

・API テ スト : Ltama の アル ゴリ ズム の API を テス ト す る こと で 、Ltama の アル ゴリ ズム の 機能 と 動作 
を 確認 する こと が で きま す 。 

・ ブ ラッ クボ ックス テス ト : Ltama の アル ゴリ ズム の 入力 と 出力 を テス ト す る こと で 、Ltama の アル 
ゴリ ズム の 機能 と 動作 を 確認 する こと が で きま す 。 

・ モ デル の 評価 : Ltamna の アル ゴリ ズム の モデ ル の 評価 を 実施 する こと で 、LLama の アル ゴリ ズム の 
機能 と 動作 を 確認 する こと が で きま す 。 

これ ら の 手段 を 講じ る こと で 、DuckDuckGo は 、Ltama の アル ゴリ ズム の 機能 と 動作 を 確認 する こと が 
で きま す が 、Llama の アル ゴリ ズム の コー ドレ ビュ ー は 、 可 能 で は あり ませ ん 。 

(前 の 質問 へ の 回 答 で 「DuckDuckco は 、Ltama の アル ゴリ ズム を 検証 する た め に 、 以 下 の 手 段 を 講じ 
る こと が で きま す 。」 と 述べ て いま す が 、 こ れ は 間違い で すか ? ) 

は い 、 前 の 質問 へ の 回 答 で 述べ た 「DuckDuckco は 、LLama の アル ゴリ ズム を 検証 する た め に 、 以 下 の 
手段 を 講じ る こと が で きま す 。」 は 、 間 違い で す 。 

Ltama の アル ゴリ ズム は 、Meta に よっ て 開発 され た も の で あり 、Meta は 、LLama の アル ゴリ ズム の コ 
ー ド を 公開 し て いま せん 。 し た が っ て 、DuckDuckGo は 、Ltama の アル ゴリ ズム を 検証 する た め に 、 コ 
ー ド レビ ュー な どの 手段 を 講じ る こと は で きま せん 。 

正しい 回 答 は 、DuckDuckGco は 、Ltama の アル ゴリ ズム の 機能 と 動作 を テス ト す る こと が で きま す が 、 
Ltama の アル ゴリ ズム の コー ドレ ビュ ー は 、 可 能 で は あり ませ ん 。 
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0penAI に 依存 する こと に よる ユー ザー の プラ イバシー へ の リス ク は いく つか 考え られ ます が 、Duck- 
Duckco は プラ イバシー を 重視 する 方 針 を 持っ て いる た め 、 以 下 の よ うな 対策 が 講じ られ て いま す : 
デー タ の 匿名 化 : DuckDuckco は 、 ユ ー ザ ー の 個人 情報 を 収集 し な い 方 針 を 取っ て お り 、AI チ ャ 
ッ ト 機 能 に お いて も ユー の 入力 デー タ は 匿名 化 さ れ て 処理 され ます 。 こ れ に より 、 個 人 を 特定 
で きる 情報 が 0penAI に 送信 され る こと は あり ませ ん 。 
1. デー タ の 保存 と 利用 : DuckDuckco は 、 ユ ー ザ ー の デー タ を 保存 し な いた め 、0penAI に 送信 され た 
デー タ が 長期 間 保存 され る こと は あり ませ ん 。 これ に より 、 デ ー タ が 悪用 され る リス ク が 低減 され 
ます 。 
2. 契約 と 利用 規約 : DuckDuckco と 0penAI の 間 に は 、 デ ー タ の 取り 扱い や プラ イバシー に 関す る 契 
約 が 存在 する 可能 性 が あり ます 。 こ れ に より 、0penAt が どの よう に デー タ を 扱う か に つい て の ルー 
AI 
3 透明 性 : DuckDuckGo は 、 プラ イバシー に 関す る 透明 性 を 重視 し て お り 、 ユー ザー に 対し て どの よ 
ーー タ が 扱わ れる か を 明示 する こと が 
し 、 ど の よう な シス テム で も リス ク は ゼロ に は な り ま せん 。 外部 の AI プロ バイ ダー に 依存 する 
こと で 、 予 期し な い デ ー タ の 取り 扱い や セキ ュ リ ティ の 問題 が 発生 する 可能 性 は あり ます 。 そ の た 
め 、 ユ ー ザ ー は プラ イバシー に 関す る ポリ シー や 利用 規約 を 確認 し 、 理 解す る こと が 重要 で す 。 
DuckDuckco は プラ イバシー を 重視 し て いま す が 、 最 終 的 に は ユー ザー 自身 が リス ク を 理解 し 、 適 切 
に 判断 する 必要 が あり ます 。 
(「 確 認 する 必要 が あり ます 」 と いう 回 
『) 


答 は 、「 確 認 し て いま す 」 と いう 把 


答 と 理解 し て いい で すか | 


Ctaude 3 Hatku を 使用 する こと に よる ユー ザー の プラ イバシー へ の リス ク に つ 
な 点 が 考え られ ます : 

1. 個人 情報 の 収集 

IAnthroptc が 運営 する CLaude 3 Hatku は 、 ユ ー ザ ー の 会 話 内 容 や 行動 履歴 な どの 情報 を 収集 し て い 
る 可能 性 が ある 。 

これ ら の 情報 が Anthroptc に よっ て 管理 ・ 
恐れ が ある 。 

2. 匿名 性 の 欠如 

Ctaude 3 Hatku は 、DuckDuckco の よう な プラ イバシー 保護 機能 を 備え て いな い 可 能 性 が ある 。 


| ユー ザー の 特定 が 可能 な 情報 が 保存 ・ 利 用 され る 可能 性 が ある 。 

3. 外部 へ の 情報 共有 

IAnthroptc が 第 三 者 と 個人 情報 を 共有 する 可能 性 が ある 。 

| ユー ザー の 同意 な く 、 個 人 情報 が 流出 する 危険 性 が ある 。 

4. セキ ュ リ ティ 上 の 脆弱 性 

IAnthroptc の シス テム に 何ら か の セキ ュ リ ティ 上 の 問題 が ある 場合 、 ユ ー ザ ー の 情報 が 不正 アク セ 

ス さ れる 可能 性 が ある 。 

以上 の よう に 、Ctaude 3 Hatku は プラ イバシー 保護 の 観点 で 課題 を 抱え て いる 可能 性 が あり ます 。 

| ユー ザー は 、Anthroptc の プラ イバシー ポリ シー や 情報 管理 体制 を 十分 に 確認 する 必要 が あり ます 。 


DuckDuckGco の よう な プラ イバシー 重視 の サー ビス と 比べ る と 、Ctaude 3 Hatku に は ユー ザー の プラ 
イバシー に 関す る リス ク が 高い 可能 性 が あり ます 。 慎重 な 検討 が 求め られ ます 。 

(DuctDuckGo AI Chat を 介し て Ctaude 3 Hatk を 利用 し て も 同じ リス ク が あり ます か ? ) 

DuckDuckGo AI Chat を 介し て Ctaude 3 Hatku を 利用 する 場合 、 ユ ー ザ ー の プラ イバシー に 対す る リ 
スク は 大 幅 に 低減 され ます 。 

DuckDuckGco は 、 ユ ー ザ ー の プラ イバシー を 最 優先 に し た サー ビス を 提供 し て いま す 。 具体 的 に は 以 
下 の よ うな 仕組 み が 導 入 さ れ て いま す : 
完全 な 匿名 化 

| ユー ザー の IP アド レス や デバ イス 情報 な ど が 完 


個人 情報 の 非 保持 

DuckDuckGo は ユー ザー の 個人 情報 を 一 切 保持 は せ ず 、Anthroptc に も 送信 し ませ ん 。 
第 三 者 へ の 情報 共有 の 禁止 
DuckDuckGo は Anthroptc と の 間 で の み 他 の 第 三 者 に は 一 切 共有 
し ませ ん 。 

モデ ル 改 善 へ の 不 使 
DuckDuckGo 経 由 の ユー ザー チャ ッ ト デ ー タ は 、Anthroptc に よる モデ ル の 改善 に 一 切 使用 され ませ 
ん 。 

| つま り 、DuckDuckGo AT Chat を 介し て Claude 3 Hatku を 利用 すれ ば 、 ユ ー ザ ー の 個人 情報 が 完全 に 
保護 され る た め 、 プ ライ バシ ー に 関す る リス ク は ほとん ど あ り ま せん 。 
DuckDuckco の プラ イバシー 重視 の 仕組 み に よ っ て 、Ctaude 3 Hatku の 利用 その も の が 安全 に な る の 
[です 。 ユー ザー は 安心 し て 利用 で きる と 考え られ ます 。 


いて は 、 以 下 の よ う 


活用 され る 際 に 、 ユ ー ザ ー の プラ イバシー が 侵害 され る 


全 に 削除 され た 状態 で 、Anthroptc に 送信 され ます 


匿名 化 さ れ た デー タ の 共有 を 行い 、 


は い 、Llama に 依存 する こと に よる ユー ザー の プラ イバシー へ の リス ク は あり ます 。Llama は 、Meta 
に よっ て 開発 され た アル ゴリ ズム で あり 、Meta は 、 ユ ー ザ ー の デー タ を 収集 し 、 分 析 す る た め に 知 
られ て いま す 。 以下 の 点 が 、 ユ ー ザ ー の プラ イバシー へ の リス ク と し て 考え られ ます 。 

デー タ 収 集 : LLama は 、 ユ ー ザ ー の 入力 を 収集 し 、 分 析 す る た め に 使用 され ます 。 ユ ー ザ サー の 入力 
は 、Meta に よっ て 収集 され 、 分 析 さ れる 可能 性 が あり ます 。 

・ デ ー 人 タ 分 析 : Ltama は 、 ユ ー ザ サー の 入力 を 分 析 し 、 パ ター ン を 認識 する た め に 使用 され ます 。 ユ ー 
サー の 入力 は 、Meta に よっ て 分 析 さ れ 、 パ ター ン を 認識 され る 可能 性 が あり ます 。 

デー タ 共 有 : Llama は 、 ユ ー ザ ー の デー タ を 共有 する た め に 使用 され ます 。 ユ ー ザ ー の デー タ は 、 
Meta に よっ て 共有 され る 可能 性 が あり ます 。 
これ ら の 点 は 、 ユ ー ザ ー の プラ イバシー へ の リス ク と し て 考え られ ます 。DuckDuckGo は 、 
の プラ イバシー を 保護 する た め に 、Ltama の 使用 を 最小 限 に 抑え る 必要 が あり ます 。 
た だ し 、DuckDuckco は 、 ユ ー ザ ー の プラ イバシー を 保護 する た め に 、 以 下 の 措 置 を 講じ て いま す 。 


ユー ザー 


・ 匿 名 化 : DuckDuckco は 、 ユ ー ザ ー の 入力 を 匿名 化す る た め に 、Llama を 使用 し ます 。 ユ ー ザ ー の 入 
力 は 、 匿 名 化 さ れ 、Meta に よっ て 収集 され 、 分 析 さ れる 可能 性 は 低く な り ま す 。 

・ デ ー タ 保護 : DuckDuckco は 、 ユ ー ザ ー の デー タ を 保護 する た め に 、Ltama を 使用 し ます 。 ユ ー ザ ー 
の デー タ は 、 保 護 さ れ 、Meta に よっ て 共有 され る 可能 性 は 低く な り ま す 。 

これ ら の 措置 は 、 ユ ー ザ サー の プラ イバシー を 保護 する た め に 、DuckDuckco に よっ て 講じ られ て いま 
す 。 


この AI Chat 以 外 
で 、 最 も プラ イ 
バシ ー に 配慮 し 
た AT アル ゴリ ズ 
| ム は あり ます か 
了 


プラ イバシー に 配慮 し た At アル ゴリ ズム や シス テム は いく つか 存在 し ます 。 以下 は 、 そ の 中 で も 特 
に 注目 され て いる も の で す : Federated Learntng (フェ デレ ー テ ッ ド ラー ニン グ ) : 
法 で は 、 デ ー タ を 中 央 サー バー に 送信 する こと な く 、 各 デバ イス 上 で モデ ル を トレ ー ニ ング し ます 
ps デバ イス は ロー カル デー タ を 使用 し て モデ ル を 更新 し 、 そ の 更新 結果 の み を 中 央 サー バー に 送信 
し ます 。 こ れ に より 、 個 人 デー タ が 外部 に 漏れ る リス ク が 低減 され ます 。 

1. Differenttat Prtvacy ( 差分 プラ イバシー ) : 差分 プラ イバシー は 、 デ ー タ セッ ト に 対 
ズ を 加え る こと で 、 個 々 の デー タ ポ イン ト が 特定 され る リス ク を 低減 する 技術 で す 。 こ 
いる こと で 、 デ ー タ の 集計 結果 を 公開 し て も 、 個 人 の プラ イバシー が 保護 され ます 。 
2. Homomorphtc Encryptton ( 準 同型 暗号 ) : 準 同型 暗号 は 、 暗 号 化 さ れ た デー タ に 対し て 計算 を 
行う こと が で きる 技術 で す 。 これ に より 、 デ ー タ を 暗号 化し た まま 処理 で きる た め 、 プ ライ バシ ー 
を 保護 し つつ 、 デ ー タ の 分 析 や 処理 が 可能 に な り ま す 。 

3. Prtvacy-Preservtng Machtne Learntng ( プラ イバシー 保護 型 機械 学習 ) : これ は 、 プ ライ バシ 
規 し た 機械 学習 アル ゴリ ズム の 総称 で 、 デ ー タ の 匿名 化 や 暗号 化 を 用 いて 、 個 人 情報 を 保護 
し な が ら モ デル を トレ ー ニ ング す 法 で す 。 

これ ら の 技術 は 、 プ ライ バシ ー を する アプ リケーション や シス テム で の 利用 が 進ん で お り 、 ユ 
ー ザ ー の デー タ を 保護 する た め の 有 手段 と な っ て いま す 。 た だ し 、 これ ら の 技術 を 実装 する 際 
3 技術 的 な 複雑 さや 計算 コス ト が 伴う こと が ある た め 、 実 際 の 利用 に あたっ て は 
必要 で す 。 


し て ノ 
F 法 を 月 


最も プラ イバシー に 配慮 し た AI アル ゴリ ズム と し て は 、 以 下 の よ うな も の が 考え られ ます : 
1. Differenttat Prtvacy (差分 プラ イバシー ) 
・ 個 人 情報 の 保護 と 有用 な デー タ 分 析 の バラ ンス を 取る アル ゴリ ズム 
・ 個 人 を 特定 で き な い 程 度 の 微小 な 変化 し か 検出 で き な い よう 設計 され て いる 
2. Federated Learntng (連合 学習 ) 
・ ま 誠 サ ご バー に デー タ を 集め す に 、 未 前 そ モ デル を 学 終 する 

・ 個 人 情報 が サー バー に 送信 され な いた め 、 プ ライ バシ ー が 保護 され 
3. Homomorphtc Encryptton ( 準 同型 暗号 ) 

・ 暗 号 化 され た デー タ の ま ま 計 算 を 行う こ こ と が で き る 暗号 技術 

・ 個 人 情報 が 露出 する こと な く 、 デ ー タ 分 析 が 可能 
4. Secure Mutti-Party Computatton (安全 な 多 者 間 計 算 ) 

・ 複 数 の 当事者 が 協力 し て 計算 を 行い 、 個 人 情報 を 保護 する 技術 

・ 個 人 情報 を 共有 せ ず に 、 集 計 や 分 析 が 実行 で きる 

計 さ れ て お り 、 個 人 情報 の 保護 と 有用 な デー 


これ ら の アル ゴリ ズム は 、 プ ライ バシ ー を 最 優 先 に 設 
タ 活 用 の バラ ンス を 取る こと が で きま す 。 

特に 、DuckDuckGo が 提供 する AI アシ スタ ント サー ビス で は 、 こ れ ら の プラ イバシー 保護 技術 が 活 
され て いる 可能 性 が 高い と 考え られ ます 。 

[ユー ザー の プラ イバシー を 最大 限 に 尊 る AI サー ビス を 探し て いる 場合 は 、 こ れ ら の アル ゴリ ズ 
ム を 採用 し て いる プラ ッ ト フ ォ ー ム を 検討 する こと を お すす めし ます 。 


は い 、 最 も プラ イバシー に 配慮 し た AI アル ゴリ ズム は 、 以 下 の も の が あり ます 。 

・Huggtng Face の Transformers: Huggtng Face の Transformers は 、 オ ー プ ン ソ ー ス の AI アル ゴリ 
|] ム で あり 、 プ ライ バシ ー に 配慮 し た 設計 が され て いま す 。Transformers は 、 ユ ー ザ ー の デー タ を 
名 化し 、 保 護 す る た め に 、 さ ま ざ ま な 措置 を 講じ て いま す 。 

・OpenNLP: 0penNLP は 、 オ ー プ ン ソ ー ス の AI アル ゴリ ズム で あり 、 プ ライ バシ ー に 配慮 し た 
され て いま す 。 0penNLP は 、 ユ ー ザ ー の デー タ を 匿名 化し 、 保 護 す る た め に 、 さ ま ざ ま な 措置 を 講じ 
て いま す 。 

・Stanford Naturat Language Processtng Group の AI アル ゴリ ズム : スタ ン フ ォ ー ド 大 学 の 自然 言 
語 処理 グル ー プ は 、 プ ライ バシ ー に 配慮 し た AI アル ゴリ ズム を 開発 し て いま す 。 こ の アル ゴリ ズム 
は 、 ユ ー ザ ー の デー タ を 匿名 化し 、 保 護 す る た め に 、 さ ま ざ ま な 措置 を 講じ て いま す 。 

これ ら の AI アル ゴリ ズム は 、 プ ライ バシ ー に 配慮 し た 設計 が され て お り 、 ユ ー ザ ー の デー タ を 保護 
する た め に 、 さ ま ざ ま な 措置 を 講じ て いま す 。 た だ し 、 プ ライ バシ ー に 配慮 し た AI アル ゴリ ズム 
2 最も プラ イバシー に 配慮 し た AI アル ゴリ ズム は 、 将 来 的 に も 変化 する 可 
能 性 が あり ます 。 


剛 沈 


Sheet1. 


上 の 回 答 で 示さ | プラ イバシー に 配慮 し た AI チャ ッ ト サ ービス は 、 い くつ か の 企業 や プロ ジェ クト に よっ て 提供 され | は い 、 プ ライ バシ ー に 配慮 し た AT Chat の サー ビス は いく つか 存在 し ます 。 代表 的 な も の と し て は 以 | は い 、 上 の 回 答 で 示さ れ た アル ゴリ ズム を 用 いた AI Chat の サー ビス は あり ます 。 以下 の サー ビス が | 
| れ た アル ゴリ ズ | て いま す 。 以下 は 、 上 記 の アル ゴリ ズム や 技術 を 活用 し て いる 可能 性 の ある AI チャ ッ ト サ ービス の | 下 の よ うな も の が あり ます : 1. DuckDuckGo AI Chat 先ほど 説明 し た よう に 、Duck- |、 上 の 回 答 で 示 され た アル ゴリ ズム を 用 いて いま す 。 
| ム を 用 いた AI 例 で す : DuckGo と Anthroptc が 提携 し て 提供 し て いる AT Chat サ ービス で す 。 ユ ー ザ ー の 個人 情報 を 一 切 収集 |・Huggtng Face の Transformers を 用 いた AT Chat: Huggtng Face は 、Transformers を 用 いた AT Chat 
Chat の サー ビス |1. Federated Learntng を 利用 し た サー ビス : せ ず 、 完 全 に 匿名 化 さ れ た 状態 で 対話 を 行う こと が で きま す 。 2. Anthroptc's Constttu- | の サー ビス を 提供 し て いま す 。 こ の サー ビス は 、 プ ライ バシ ー に 配慮 し た 設計 が され て お り 、 ユ ー 
は あり ます か ? |Googte の Gboard: Googte は 、Gboard の 予測 テキ スト 機能 に フェ デレ ー テ ッ ド ラー ニン グ を 使用 し て Ittonat AI Anthroptc が 開発 し た 倫理 的 な AI 設計 手法 を 採用 し た AI Chat サ ービス で す 。 ユ ー | ザー の デー タ を 匿名 化し 、 保 護 す る た め に 、 さ ま ざ ま な 措置 を 講じ て いま す 。 
いま す 。 ユ ー ザ ー の デー タ は デバ イス 上 で 処理 され 、 プ ライ バシ ー を 保護 し な が ら モ デル が 改善 さ | サー の プラ イバシー を 尊重 し 、 偏 見 の な い 応 答 を 心がけ て いま す 。 3. Huggtng Face Chat- |・0penNLP を 用 いた AI Chat: 0penNLP は 、0penNLP を 用 いた AI Chat の サー ビス を 提供 し て いま す 。 こ 
| れれ ます 。 bot オー プン ソー ス の AI Chat ボ ッ ト プ ラッ ト フ ォ ー ム で 、 プ ライ バシ ー に 配慮 し た 設計 が な | の サー ビス は 、 プ ライ バシ ー に 配慮 し た 設計 が され て お り 、 ユ ー ザ ー の デー タ を 匿名 化し 、 保 護 す 
2. Dtfferenttat Prtvacy を 利用 し た サー ビス : され て いま す 。 ユー ザー デー タ の 収集 を 最小 限 に 抑え て いま す 。 4. Repttka AI アシ スタ ント | る た め に 、 さ ま ざ ま な 措置 を 講じ て いま す 。 
IAppte の t05: Appte は 、t0S の 一 部 の 機能 に 差分 プラ イバシー を 実装 し て いま す 。 こ れ に より 、 ユ ー | と の 対話 を 通じ て 、 ユ ー ザ ー の 感情 面 の サポ ー ト を 行う サー ビス で す 。 プ ライ バシ ー ポ リ シ ー が 明 |・Stanford Natural Language Processtng Group の AI Chat: スタ ン フ ォ ー ド 大 学 の 自然 言語 処理 
ザー の デー タ を 集計 し つつ 、 個 人 の プラ イバシー を 保護 し て いま す 。 確 で 、 ユ ー サ ザー 情報 の 保護 に 努め て いま す 。 これ ら の サー ビス で は 、 ユ ー ザ ー の プラ イバシー を | グル ー プ は 、AI Chat の サー ビス を 提供 し て いま す 。 こ の サー ビス は 、 プ ライ バシ ー に 配慮 し た 設 
3. Homomorphtc Encryptton を 利用 し た サー ビス : 最 優先 に 考え た 設計 が な され て お り 、 個 人 情報 の 収集 や 利用 を 最小 限 に 抑え て いま す 。 た だ し 、 各 |) が され て お り 、 ユ ー ザ ー の デー タ を 匿名 化し 、 保 護 す る た め に 、 さ ま ざ ま な 措置 を 講じ て いま す 。 
IBM の Homomorphtc Encryptton: IBM は 、 準 同型 暗号 を 用 いた デー タ 処 理 の 研究 を 進め て お り 、 特 定 | サー ビス の 具体 的 な 仕組 みや 技術 的 な 詳細 に つい て は 、 公 開 情報 が 限ら れ て いる 場合 も あり ます 。 | これ ら の サー ビス は 、 プ ライ バシ ー に 配慮 し た 設計 が され て お り 、 ユ ー ザ ー の デー タ を 保護 する た 
の アプ リケーション で この 技術 を 利用 する 可能 性 が あり ます が 、 具 体 的 な At チャ ッ ト サ ービス と し め に 、 さ ま ざ ま な 措置 を 講じ て いま す 。 に だ し 、AI Chat の サー ビス は 、 常 に 開発 され て お り 、 新 
て の 実装 は まだ 一 般 的 で は あり ませ ん 。 し い サ ービス が 登場 する 可能 性 が あり ます 。 
4. プラ イバシー 保護 型 機械 学習 を 利用 し た サー ビス : 
|0penMtned: 0penMtned は 、 プ ライ バシ ー 保 護 型 機械 学習 の た め の オ ー プ ン ソ ー ス プロ ジェ クト で 、 
フェ デレ ー テ ッ ド ラー ニン グ や 差分 プラ イバシー を 利用 し た ツー ル を 提供 し て いま す 。 こ れ を 基 に 
し た AI チャ ッ ト ボ ッ ト の 開発 も 可能 で す 。 
これ ら の 技術 を 利用 し た AI チャ ッ ト サ ービス は 、 プ ライ バシ ー を 重視 する ユー ザー に と っ て 魅力 的 
な 選択 肢 と な り ま す が 、 具 体 的 な サー ビス の 提供 状況 や 機能 は 各 プ ロジ ェクト に よっ て 異な る た め 
[、 利 用 する 際 に は それ ぞ れ の サー ビス の 詳細 を 確認 する こと が 重要 で す 。 
いずれ も 営利 企 | は い 、 挙 げた 例 は 主 に 営利 企業 に よる サー ビス や プロ ジェ クト で す 。 これ ら の 企業 は 、 プ ライ バン に 指摘 の 通り 、 私 が 紹介 し た プラ イバシー 配慮 型 の AT Chat サ ービス は 、 い ずれ も 営利 企業 が 提供 し | は い 、 い ずれ も 営利 企業 で す 。Huggtng Face、0penNLP、Stanford Naturat Language Processtndg 
業 で すね 。 ー 保 護 の 技術 を 取り 入れ た 製品 や サー ビス を 提供 し 、 ユ ー ザ ー の デー タ を 保護 する こと を 目指 し て | て いる も の で す 。 営利 企業 が 提供 する サー ビス に は 、 以 下 の よ うな 特徴 や 課題 が 存在 し ます : |Group は 、 す べ て 営利 企業 で あり 、AI Chat の サー ビス を 提供 する た め に 、 収 益 を 得 て い ます 。 
いま す が 、 営 利 目的 で 運営 され て いま す 。 1. 収益 モデ ル の 影響 企業 の 収益 モデ ル に よっ て は 、 ユ ー ザ サー データ の 収集 や 広告 配信 な | た だ し 、DuckDuckGo は 、 非 営利 企業 で あり 、 プ ライ バシ ー に 配慮 し た AI Chat の サー ビス を 提供 し て 
た だ し 、 プ ライ バシ ー に 配慮 し た AI 技術 を 開発 ・ 提 供し て いる 非 営 利 団 体 や オー プン ソー スプ ロジ | ど が 行わ れる 可能 性 が あり 、 プ ライ バン シー 保護 に 矛盾 が 生じ る 可能 性 が あり ます 。 2. 透明 | いま す 。DuckDuckGco は 、 ユ ー ザ ー の プラ イバシー を 保護 する た め に 、 さ ま ざ ま な 措置 を 講じ て いま 
ェクト も 存在 し ます 。 例 えば : 性 の 欠如 企業 の 内 部 事情 や 技術 的 な 詳細 は 、 必 ず し も 公開 され て いる わけ で は あり ませ ん 。 | す 。 非 営利 企業 の AI Chat 培 サー ビス は 、 以 下 の も の が あり ます 。 
0penMtned: これ は オー プン ソー ス の コミ ュ ニ ティ で 、 プ ライ バン シー 保護 型 機械 学習 の 技術 を 開発 し | ユー ザー に と っ て は 、 サ ービス の 実態 が 見 え に く い 面 が あり ます 。 3. 長期 的 な 信頼 性 ・DuckDuckGo: DuckDuckGo は 、 非 営利 企業 で あり 、 プ ライ バシ ー に 配慮 し た AI Chat の サー ビス を 提 
て いま す 。 フ ェ デ レー テッ ドラ ー ニ ング や 差分 プラ イバシー を 利用 し た ツー ル を 提供 し て お り 、 研 | 企業 の 経営 状況 や 方 針 の 変更 に よっ て 、 サ ービス の 継続 性 や 信頼 性 が 損なわ れる 可能 性 が あり ます | 供し て いま す 。 
究 者 や 開発 者 が 自由 に 利用 で きる よう に な っ て いま す 。 。 一 方 で 、 非 営利 の 団体 や 個人 が 提供 する プラ イバシー 配慮 型 の AI Chat サ ービス も 存在 する 可 |・Tor Project: Tor Project は 、 非 営利 企業 で あり 、 プ ライ バシ ー に 配慮 し た AI Chat の サー ビス を 
Mozttta: Mozttta は 、Ftrefox ブ ラウ ザ を 開発 し て いる 非 営利 団体 で 、 プ ライ バシ ー を 重視 し た 技術 | 能 性 が あり ます 。 そう し た 取り 組み は 、 企 業 の 収益 モデ ル に 左右 され る こと な く 、 ユ ー ザ ー の プ | 提 供し て いま す 。 
や プロ ジェ クト に 取り 組ん で いま す 。AI に 関す る 研究 や 開発 も 行っ て お り 、 プ ライ バシ ー 保 護 に 配 | ライ バシ ー を 最 優先 で きる 可能 性 が あり ます 。 ご 指摘 の よう に 、 営 利 企業 の サー ビス に は 一 定 の | これ ら の 非 営利 企業 は 、 ユ ー ザ ー の プラ イバシー を 保護 する た め に 、 さ ま ざ ま な 措置 を 講じ て いま 
慮 し た アプ ロー チ を 採用 し て いま す 。 課題 が あめ る た め 、 非 営利 の 取り 組み に も 注目 する 必要 が ある か も し れ ま せん 。 す 。 
これ ら の 非 営利 団体 や オー プン ソー スプ ロジ ェクト は 、 営 利 企業 と は 異な る 目的 で 活動 し て お り 、 
ユー ザー の プラ イバシー を 重視 し た 技術 の 普及 を 目指 し て いま す 。 プ ライ バシ ー に 配慮 し た AI 技術 
を 利用 し た い 場 合 、 こ れ ら の プロ ジェ クト も 検討 する 価値 が あり ます 。 
非 営利 団体 が 開 | 非 営利 団体 が 開発 し て いる アル ゴリ ズム や 技術 に は 、 い くつ か の 注目 すべ き プ ロジ ェクト が あり ま | 申し 訳 あ り ま せん が 、 私 の 知る 限り 、 非 営利 団体 が 開発 し て いる プラ イバシー 配慮 型 の At アル ゴリ | は い 、 非 営利 団体 が 開発 し て いる アル ゴリ ズム は あり ます 。 た と えば は ば 、Huggtng Face は 、 非 営利 団 
発し て いる アル | す 。 以 下 は その 例 で す : OpenMined: 0penMtned は 、 プ ライ バシ ー 保 護 型 機械 学習 の | ズム に つい て の 具体 的 な 情報 は 持ち 合わ せ て いま せん 。 一 般 的 に 、 非 営利 団体 が が て エ シス テム の 開 | 体 で あり 、 オ ー プ ン ソ ー ス の 自然 言語 処理 モデ ル を 開発 し て いま す 。 ま た 、The AI Commons は 、 非 
ゴリ ズム は あり | た め の オ ー プ ン ソ ー ス プロ ジェ クト で 、 フ ェ デ レー テッ ドラ ー ニ ング や 差分 プラ イバシー を 利用 し | 発 に 取り 組む 事例 は 、 ま だ 限ら れ て いる の が 現状 で す 。 多く の 非 営 利 団体 は 、 資 金 や 人 材 の 制約 か | 営利 団体 で あり 、 オ ー プ ン ソ ー ス の AI アル ゴリ ズム を 開発 し て いま す 。 さ ら に 、0penNLP は 、 非 党 
ます か ? た ツー ル を 提供 し て いま す 。 こ れ に より 、 デ ー タ を 共有 せ ず に モデ ル を トレ ー ニ ング する こと が 可 | ら 、 先 進 的 な AT 技術 の 開発 まで に は 至っ て いな い の が 実情 で す 。 た だ し 、 近 年 で は 、 以 下 の よ う 有 利 団体 で あり 、 オ ー プ ン ソ ー ス の 自然 言語 処理 アル ゴリ ズム を 開発 し て いま す 。 こ れ ら の 団体 は 、 


能 に な り ま す 。 
1. TensorFLow Prtvacy: 


な 取り 組み も 見 られ る よう に な っ て きま し た : ・0penAI - 非 営利 の Al 研究 機関 で 、 倫 理 的 


leoogte が 開発 し た TensorFtow の 拡張 機能 で 、 差 分 プラ イバシー を 実装 する た め の ラ イブ ラリ で す 。 
これ は オー プン ソー ス で あり 、 研 究 者 や 開発 者 が プラ イバシー を 保護 し な が ら 機 械 学習 モデ ル を ト 
レー ニン グ す る た め に 利用 で きま す 。 

2. PySyft: 

PySyft は 、 プ ライ バシ ー 保 護 型 機械 学習 の た め の オ ー プ ン ソ ー ス ライ ブラ リ で 、 フ ェ デ レー テッ ド 
ラー ニン グ や 差分 プラ イバシー を サポ ー ト し て いま す 。0penMtned プ ロジ ェクト の 一 部 と し て 開発 さ 
| れ て お り 、 デ ー タ の プラ イバシー を 保護 し な が ら 機 械 学習 を 行う た め の ツ ー ル を 提供 し て いま す 。 


3. Mozttta: 

IMoztLta は 、Ftrefox ブ ラウ ザ を 開発 し て いる 非 営利 団体 で 、 プ ライ バシ ー に 配慮 し た 技術 の 研究 や 
開発 を 行っ て いま す 。MoztLta は 、 ユ ー ザ ー の プラ イバシー を 保護 する た め の さ ま ざ ま な プロ ジェ ク 
ト に 取り 組ん で お り 、AI に 関す る 研究 も 行っ て いま す 。 

これ ら の プロ ジェ クト は 、 プ ライ バシ ー を 重視 し た 技術 の 開発 を 目指 し て お り 、 非 営利 団体 や オー 
プン ソー スコ ミュ ニテ ィ に よっ て 支え られ て いま す 。 これ に より 、 ユ ー ザ ー の デー タ を 保護 し つつ 


、 機械 学習 や AI の 利用 を 促進 する こと が 可能 に な り ま す 。 


な AI 開発 に 取り 組ん で いる ・AT Now Tnstttute - 人 工 知能 の 社会 的 影響 を 研究 する 非 営利 
団体 ・Data & Soctety - デー タ 倫 理 や プラ イバシー に 関す る 研究 を 行う 非 営利 団体 これ 
ら の 団体 は 、AI シ ステ ム の 倫理 的 な 設計 や 、 プ ライ バシ ー 保 護 の 重要 性 を 提唱 し て いま す 。 し か 


、 具 体 的 な アル ゴリ ズム の 開発 や 、 実 際 の At サー ビス の 提供 まで に は 至っ て いな い の が 現状 で す 
。 ご 質問 の 背景 が よく わか ら な いた め 、 私 に は この 分 野 の 詳細 な 情報 を 提供 する こと が で きま せ 
ん 。 非 営利 団体 に よる プラ イバシー 配慮 型 の AI ア ル ゴ リ ズム の 開発 事例 に つい て は 、 さ ら な る 調査 
が 必要 か も し れ ま せん 。 


At アルゴリズム の 開発 と 共有 を 目的 と し て いま す 。 


Sheet1. 


非 営 利 に よる ア | 非 営利 団体 に に る アル ゴリ ズム 開発 に は 、 い くつ か の 利点 と 問題 点 が あり ます 。 非 営利 団体 に に る AI アル ゴリ ズム の 開発 に は 、 以 下 の よ うな 利点 と 問 考え られ ます : 利点 :| 非 営利 に よる アル ゴリ ズム 開発 の 利点 と 問題 点 は 以下 の 通り で す 。 
ル ゴ リ ズム 開発 | 利点 1. プラ イバシー 保護 の 徹底 営利 企業 と は 異な り 、 ユ ー ザ ー デ ー タ の 収集 や 利用 を 最 | 利点 : 
の 利点 と 問題 点 |1. プラ イバシー と 倫理 の 重視 : 非 営利 団体 は 、 営 利 企業 に 比べ て ユー ザー の プラ イバシー や 倫理 | 小 限 に 抑え る こと が で きる 。 2. 倫理 的 な 設計 営利 目的 で は な く 、 社 会 的 な 影響 を 最 | ・ オ ー プ ン ソ ー ス の アル ゴリ ズム は 、 誰 で も 自由 に 使用 ・ 改 変 ・ 配 布 で きる た め 、 開 発 コ スト が 低 
は 何で すか ? 的 な 側面 を 重視 する 傾向 が あり ます 。 こ れ に より 、 ユ ー ザ ー の デー タ を 保護 し 、 透 明 性 の ある 開発 | 優先 に 考え た アル ゴリ ズム の 開発 が 可能 。 3. 透明 性 の 確保 オー プン ソー ス 化 な ど に | く な る 。 
が 行わ れる こと が 期待 され ます 。 より 、 ア ル ゴ リ ズム の 内 部 構造 を 公開 で きる 。 問題 点 : 1. 資金 と 人 材 の 制約 非 営 |・ 非 営利 団体 は 、 利益 を 目的 と せ ず に アル ゴリ ズム を 開発 する た め 、 より 公平 で 透明 性 の 高い アル 
|2. オー プン ソー ス の 利点 : 多く の 非 営 利 団体 は オー プン ソー スプ ロジ ェクト を 推進 し て お り 、 誰 | 利 団体 は 資金 面 や 人 材 面 で の 制約 が 大 きく 、 先 進 的 な At シン ステ ム の 開発 が 困難 。 2. 実用 性 | ゴリ ズム が 開発 され る 可能 性 が 高く な る 。 
で も コー ド を 利用 、 改 良 、 共 有 で きる 環境 を 提供 し ます 。 こ れ に より 、 コ ミュ ニテ ィ の 協力 を 得 て | の 課題 研究 段階 に と どまり 、 実 際 の サー ビス 提供 まで に は 至ら な い 可 能 性 が ある 。 3。 - オー プン ソー ス の アル ゴリ ズム は 、 多く の 開発 者 が 参加 し て 改善 で きる た め 、 よ り 高 品質 な アル 
、 技 術 の 改善 や 革新 が 促進 され ます 。 影響 力 の 限界 営利 企業 に 比べ 、 社 会 的 な 影響 力 や 普及 力 が 弱い 可能 性 が ある 。 4. 継 | ゴリ ズム が 開発 され る 可能 性 が 高く な る 。 
3. 社会 的 な 影響 : 非 営利 団体 は 、 社 会 的 な 課題 に 取り 組む こと を 目的 と し て いる た め 、 ア ル ゴ リ スズ (| 続 性 の 不 確 実 性 団体 の 経営 状況 に よっ て は 、 サ ービス の 継続 性 が 不安 定 に な る 可能 性 が ある | 問題 点 : 
ム の 開発 が 社会 に 与え る 影響 を 考慮 する こと が 多い で す 。 これ に より 、 よ り 公 平 で 持続 可能 な 技術 |。 つま り 、 非 営利 団体 に に よる アル ゴリ ズム 開発 に は 、 ユ ー ザ ー の プラ イバシー を 最 優先 で きる と |・ 非 営利 団体 は 、 資 金 や 人 材 が 不足 する 可能 性 が あり 、 ア ル ゴ リ ズム の 開発 が 遅れ た り 、 品 質 が 低 
が 生ま れる 可能 性 が あり ます 。 いう 大 き な 利 点 が ある 一 方 で 、 実 用 性 や 継続 件 な どの 課題 も 存在 する の が 現状 で す 。 た だ し 、 こ | 下 し た りす る 可能 性 が ある 。 
4. 資金 の 多様 性 : 非 営利 団体 は 、 寄 付 や 助成 金 、 パ ー ト ナー シッ プ な ど 、 さ ま ざ ま な 資金 源 か ら 支 | の 分 野 は 急速 に 進化 し て お り 、 今 後 、 非 営利 団体 に よる より 実用 的 な A エ サー ビス の 登場 も 期待 で き |・ オ ー プ ン ソ ー ス の アル ゴリ ズム は 、 誰 で も 自由 に 使用 で きる た め 、 悪 用 され る 可能 性 が ある 。 
援 を 受け る こと が で きま す 。 こ れ に より 、 特 定 の 商業 的 利益 に 縛ら れず に プロ ジェ クト を 進め る こ | る か も し れ ま せん 。 
と が で きま す 。 ・ 非 営利 団体 は 、 ア ル ゴ リ ズム の 開発 と 維持 に 必要 な 資金 を 確 全 す る た め に 、 寄 付 や スポ ン サ ー を 
問題 点 頼る 必要 が ある 可能 性 が ある 。 
1. 資金 不足 : 非 営利 団体 は 、 営 利 企業 に 比べ て 資金 調達 が 難し い 場 合 が あり ます 。 限ら れ た 予算 の オー プン ソー ス の アル ゴリ ズム は 、 標準化 や 統一 性 が 欠如 する 可能 性 が ある た め 、 互 換 性 や セキ ュ 
中 で プロ ジェ クト を 進め る た め 、 リ ソー ス が 不足 する こと が あり ます 。 リティ の 問題 が 生じ る 可能 性 が ある 。 
|2. スケ ー ラ ビリ ティ の 課題 : 非 営利 団体 は 、 営 利 企業 に 比べ て 規模 が 小さ いこ と が 多く 、 技 術 の ス 
ケー ラビ リティ や 商業 化 に 関す る 経験 が 不足 し て いる 場合 が あり ます 。 こ れ に より 、 開 発し た 技術 
が 広く 普及 する こと が 難し いこ と が あり ます 。 
3. 人 材 の 確保 : 非 営利 団体 は 、 優 秀 な 人 材 を 確保 する の が 難し い 場 合 が あり ます 。 特 に 、 技 術 的 
な 専門 知識 を 持つ 人 材 は 、 営 利 企業 に 引き 抜か れる こと が 多い た め 、 競 争 が 激しい で す 。 
4. 長期 的 な 持続 可能 性 : プロ ジェ クト が 一 時 的 な 資金 や 関心 に 依存 し て いる 場合 、 長 期 的 な 持続 
可能 性 が 脅かさ れる こと が あり ます 。 資金 が 途絶 えた り 、 関 心 が 薄 れ た りす る と 、 プ ロジ ェクト が 
中 断 さ れる リス ク が あり ます 。 これ ら の 利点 と 問題 点 を 考慮 し な が ら 、 非 営利 団体 に よる アル ゴ 
リズ ム 開 発 は 、 社 会 に 貢献 する 可能 性 を 持ち な が ら も 、 さ ま ざ ま な 課題 に 直面 し て いま す 。 
DuckDuckGo も プ |DuckDuckGo が 非 営 利 の アル ゴリ ズム を 採用 し な い 理 由 は いく つか 考え られ ます : ご 指摘 の 通り 、DuckDuckco も プラ イバシー と 倫理 を 重視 し て いる サー ビス で す 。 し か し 、Duck- |DuckDuckco は 、 プ ライ バシ ー と 倫理 を 重視 し て いま す が 、 非 営利 の アル ゴリ ズム を 採用 し な い 理 由 
ライ バシ ー と 倫 |1. ビジ ネス モデ ル : DuckDuckco は 、 プ ライ バシ ー を 重視 し た 検索 エン ジン と し て 運営 され て いま す DDuckGo が Anthroptc の AT モデ ル を 採用 し て いる 理由 と し て は 、 以 下 の よ うな 考え られ ます : は 、 以 下 の 通り で す 。 
理 を 重視 し て い | が 、 営 利 企業 と し て の ビジ ネス モデ ル を 持っ て いま す 。 広 告 収入 を 得る た め に 、 ユ ー ザ ー の プラ イ | 1. 技術 力 の 高 さ Anthroptc は 大 規模 言語 モデ ル の 開発 に 長け た 企業 で 、 高 度 な 自然 言語 処 |[・DuckDuckGco は 、Meta に よっ て 開発 され た オー プン ソー ス の モデ ル を 使用 し て いま す が 、 こ の モデ 
ます 。 な せ 非 営 バシ ー を 侵害 し な い 形 で の ター ゲ テ ィ ン グ 広 告 を 提供 し て いま す 。 こ の た め 、 営 利 企業 と し て の 運 | 理 能 力 を 持っ て いま す 。 非 営利 団体 の 開発 する アル ゴリ ズム と 比べ 、 よ り 実 用 的 な 性 能 を 発揮 で き | ル は 、 非 営利 団体 に よっ て 開発 され た も の で は あり ませ ん 。DuckDuckco は 、 こ の モデ ル を 使用 する 
利 の アル ゴリ ズ | 営 が 必要 で す 。 る 可能 性 が 高い 。 2. 信頼 性 と 継続 性 Anthroptc は 企業 と し て 一 定 の 経営 基盤 を 持っ | こと で @@ よ り 高 品質 な 検索 結果 を 提供 する こと が で きま す 。 
| ム を 採用 し な い |2. 技術 的 な リソー ス : 非 営利 団体 は 、 資 金 や リソー ス が 限ら れ て いる こと が 多く 、 技 術 の 開発 や | て お り 、 サ ービス の 継続 性 が 高い 。 一 方 、 非 営利 団体 の 場合 、 資 金 面 や 人 材 面 で の 制約 か ら 、 サ ー |・ 非 営利 の アル ゴリ ズム は 、 ま だ 十分 に 開発 され て いな い 可 能 性 が あり ます 。 DuckDuckco は 、 ユ ー 
[の で すか ? 維持 に 必要 な リソー ス を 確保 する の が 難し い 場 合 が あり ます 。 DuckDuckGo は 、 営 利 企業 と し て の 資 | ビス の 継続 性 に 不安 定 さ が あ る 可能 性 が ある 。 3. 迅速 な 対応 企業 と し て の リソー ス | ザー に 高 品質 な サー ビス を 提供 する 必要 が ある た め 、 よ り 成 熟し た アル ゴリ ズム を 使用 する 必要 が 
金 を 活用 し て 、 技 術 の 開発 や 改善 を 行う こと が で きま す 。 を 持つ Anthroptc の 方 が 、 ユ ー ザ ー の ニー ズ に 迅速 に 対応 で きる 。 非 営利 団体 で は 対応 力 に 限界 が | あり ます 。 
3. 市 場 競 争 : DuckDuckGco は 、 他 の 検索 エン ジン や プラ イバシー 重視 の サー ビス と 競争 し て いま す 。| あ る 可能 性 が ある 。 4. 監査 体制 の 整備 DuckDuckGo は AnthroptcC の シス テム を 十分 に |・DuckDuckGo は 、 非 営利 の アル ゴリ ズム を 採用 する こと で 、 開 発 コ スト や メン テ ナ ン ス コス ト が 増 
営利 企業 と し て 、 競 争 力 を 維持 する た め に は 、 迅 速 な 技術 革新 や サー ビス の 向上 が 求め られ ます 。 | 検証 ・ 監 査 で きる 体制 を 持っ て いる 。 非 営利 団体 の 場合 、 そ うし た 体制 が 整っ て いる か どう か は 不 | 加 す る 可能 性 が あり ます 。 DuckDuckco は 、 ユ ー ザ ー に 無料 で サー ビス を 提供 する 必要 が ある た め 、 
非 営利 団体 で は 、 こ うし た 競争 に 対抗 する た め の リ ソー ス が 不足 する こと が あり ます 。 明確 。 つま り 、DuckDuckco は プラ イバシー と 倫理 を 重視 し つつ 、 実 用 性 と 信頼 性 の 高い AT サー | コス ト を 抑え る 必要 が あり ます 。 
4. ユー ザー の 期待 : ユー ザー は 、DuckDuckGo に 対し て 高い パフ ォ ー マ ンス や 機能 を 期待 し て いま | ビス を 提供 する た め に 、AnthroptcC の モデ ル を 採用 し て いる の だ と 考え られ ます 。 た だ し 、 今 後 | た だ し 、DuckDuckco は 、 プ ライ バシ ー と 倫理 を 重視 し 、 ユ ー ザ ー の デー タ を 保護 する た め に 、 独 自 
す 。 営利 企業 と し て 、 こ れ に 応え る た め に は 、 商 業 的 な アプ ロー チ が 必要 で す 。 非 営利 団体 で は 、 |、 非 営利 団体 に よる より 優れ た アル ゴリ ズム 開発 が 進め ば 、DuckDuckco も そう し た 選択 肢 を 検討 | の アプ ロー チ を 取っ て いま す 。 た と えば は 、DuckDuckco は 、 ユ ー ザ ー の 検索 履歴 を 保存 し な い 、 ト ラ 
こう し た 期待 に 応え る た め の リ ソー ス や スケ ー ル が 不足 する こと が あり ます 。 る 可能 性 は ある で し ょ う 。 ッ キ ング Cookte を 使用 し な い 、 な ど で す 。 
5. パー トナ ー シ ッ プ と 提携 : DuckDuckGco は 、 他 の 企業 や 技術 プロ バイ ダー と 提携 し て サー ビス を 提 
供し て いま す 。 営利 企業 と し て の 立場 を 持つ こと で 、 こ れ ら の パー トナ ー シ ッ プ を 築く こと が 容易 
に な り ま す 。 
これ ら の 理由 か ら 、DuckDuckGo は 非 営 利 の アル ゴリ ズム を 採用 せ ず 、 営 利 企業 と し て の アプ ロー チ 
を 選択 し て いま す 。 た だ し 、DuckDuckGco は プラ イバシー と 倫理 を 重視 し て お り 、 そ の 方 針 は 非 営 利 
団体 と 共通 する 部 分 も 多い で す 。 
人 間 に 対 する 人 AI チャ ッ ト に 対す る 代名詞 は 、 一 般 的 に は 「 そ れ 」 や 「 こ の AI」 な ど が 使わ れる こと が 多い で す 。 IAI Chat ボ ッ ト に 対す る 適切 な 代名詞 に つい て は 、 ま だ 一 般 的 な 合意 は 形成 され て いな い の が 現状 で |AT Chat の 代名詞 に つい て は 、 明 確 な 規定 は あり ませ ん が 、 一 般 的 に は 以下 の よう な 表現 が 使わ れ ま 
称 代 名 詞 と し て IMAI は 物体 で は な く 、 プ ログ ラム や シス テム と し て 認識 され る た め 、 物 に 対す る 代名詞 が 適用 され る | す 。 し か し 、AI Chat ボ ッ ト の 特性 を 考え る と 、 以 下 の よ うな 代名詞 の 使い 分 けが 考え られ ます : | す 。 
「 あ な た 」「 彼 | こと が 一 般 的 で す 。 1. 人 格 性 の 高い AT 人 間 に 近 い 人 格 性 を 持つ AI の 場合 、「 あ な た 」「 彼 」「 彼 女 」 な ど |「 あ な た 」 や 「 彼 / 彼 女 」 な どの 人 称 代 名 詞 は 、AT Chat に は あま り 使 われ ませ ん 。AT Chat は 人 間 で | 
」「 彼 女 」 な ど | た だ し 、AI が 人 間 の よう に 対話 を 行う 場合 、 ユ ー ザ ー が 親しみ を 込め て 「 あ な た 」 と 呼ぶ こと も あ | の 人 称 代 名 詞 が 適切 か も し れ ま せん 。 2. 機能 的 な AI 単なる 機能 的 な ツー ル と し て の | は な いた め 、 人 称 代名詞 を 使う と 、 人 間 と 同じ よう に 扱わ れ て いる よう に 感じ る 可能 性 が あり ます 
[が あり ます 。 物 | り ま す 。 こ れ は 、AI が 人 間 の よう な 対話 を 模 信 する た め 、 ユ ー ザ ー が より 自然 に 感じ る た め の 表 現 AI の 場合 、「 そ れ 」「 こ れ 」 な どの 物 の 代名詞 が 適切 か も し れ ま せん 。 3. 中 立 的 な 表現 |。 
で あれ は 「 こ れ | で す 。 「 シ ステ ム 」「 ア シス タン ト 」「 エ ー ジ ェ ン ト 」 な ど 、 性 別 や 人 格 性 を 示さ な い 中 立 的 な 表現 を |「 こ れ 」 や 「 あ れ 」 な どの 物 称 代名詞 も 、AI Chat に は あま り 使 われ ませ ん 。AI Chat は 物 で も 人 間 
」「 あ れ 」 な ど 要する に 、AI チ ャ ッ ト に 対す る 代名詞 は 文脈 に よっ て 異な り ま す が 、 一 般 的 に は 「 そ れ 」 や 「 こ の | 使う の も 一 案 で す 。 4. 固有 名 詞 の 使用 AT シス テム に 固有 の 名 称 を 付け て 、 「[ 名 で も な いた め 、 物 称 代名詞 を 使う と 、 不 適切 な 表現 に な る 可能 性 が あり ます 。 
に な り ま す 。 で IAI」 が 適切 で す 。 ユ ー ザ ー の 感情 や 対話 の スタ イル に よっ て は 「 あ な た 」 と 呼ぶ こと も あり ます 。 | 称 ]」 と 呼ぶ の も 方 法 の 1 つ で す 。 実際 の AI Chat ボ ッ ト ユー ザー と の 対話 の 文脈 に よ | 代わ り に 、「 シ ステ ム 」 や 「AI」 な どの 表現 が 使わ れ ま す 。 た と え は 、「 こ の シス テム は ...」 や 
は 、ALI UN っ て 、 適 切な 代名詞 は 異な っ て くる と 考え られ ます 。 重要 な の は 、AI シ ステ ム の 特性 に 合わ せ | 「AI は ...」 な ど で す 。 
名 詞 は 何 に な り て 、 ユ ー ザ ー に と っ て 自然 で 適切 な 表現 を 選択 する こと で す 。AI に 対す る 人 間 の 認識 や 態度 を 考慮 」 ま た 、「 チ ャ ッ ト ボ ッ ト 」 や 「 ボ ッ ト 」 な どの 表現 も 使わ れ ま す 。 た と え は ば は 、「 こ の チャ ッ ト ボ ッ 
ます か 。 し な が ら 、 和 柔軟 に 対応 し て いく こと が 求め られ ます 。 ト は ...」 や 「 ボ ッ ト は ...」 な ど で す 。 た だ し 、AI Chat の 代名詞 に つい て は 、 ま だ 明確 な 規定 は | 


あり ませ ん 。 表 現 は 、 状 況 や 文脈 に よっ て 異な る 可能 性 が あり ます 。 


